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今月の納税等
固定資産税／第3期
国民健康保険税／第5期
後期高齢者医療保険料／第5期
介護保険料／第5期
納期限　12月26日(月)
※12月25日が日曜日のため

市政ニュース

お  知  ら  せ

健康ガイド

表紙にスマートフォンのカ
メラをかざすことで、動画
を視聴することができま
す。詳しくは23ページをご
覧ください。 （AR用二次元コード）

No.153

122022
December

総数／88,705人（+72人）　男／44,128人（+26人）　女／44,577人（+46人）　世帯数／38,226世帯（+52世帯）
あま市の人口【令和4年11月1日現在】※（　）内は対前月増減数

・あまterrace便り…………………………… 17
・七宝焼アートヴィレッジだより …………… 20
・カメラルポ ………………………………… 22
・みんなの掲示板 …………………………… 23



市役所は、12月29日（木）から令和5年1月3日（火）まで業務をお休みします。各種申請や届け出
などは、お早めにお願いします。なお、戸籍の届け出（出生・婚姻・死亡など）は、市役所本庁舎宿直室
で受け付けます。
また、市内各施設の業務は、下表のとおりです。 ○印は業務日　■は休業日

【ごみの収集】　34ページ「12月一般家庭ごみ収集日程」をご覧ください。
【あま市巡回バス】　年末年始（火・金・日曜日のみ）も運行します。

年末年始業務のご案内

施　設　名
12月 1月

 28 29 30 31 1 2 3 4 
 水 木 金 土 日 月 火 水 

電話番号

病院

コミュニティ
施設等

文化・
スポーツ

健康・福祉

市役所 本庁舎・甚目寺庁舎 ○       ○ 444・1001
七宝市民サービスセンター ○       ○ 441・7117
七宝保健センター ○       ○ 441・5665
美和保健センター ○       ○ 443・3838
甚目寺保健センター ○       ○ 443・0005
七宝老人福祉センター ○       ○ 441・1681
七宝高齢者生きがい活動センター ○       ○ 443・5078
美和総合福祉センターすみれの里 ○       ○ 446・0611
甚目寺総合福祉会館 ○       ○ 444・1177
甚目寺老人福祉センター ○       ○ 443・2033
人権ふれあいセンター ○       ○ 444・5393
甚目寺中央児童館 ○       ○ 442・8036
甚目寺南児童館・本郷憩の家 ○       ○ 443・1753
甚目寺北児童館・森憩の家 ○       ○ 445・1367
甚目寺西児童館・新居屋憩の家 ○       ○ 442・0083
七宝児童館 ○       ○ 442・2550
美和児童館 ○       ○ 443・5454
七宝公民館 ○       ○ 444・2511
美和公民館 ○       ○ 442・2261
甚目寺公民館 ○       ○ 444・1621
七宝総合体育館 ○       ○ 441・5001
甚目寺総合体育館 ○       ○ 443・8151
美和図書館 ○       ○ 449・1070
美和文化会館 ○       ○ 449・1114
七宝焼アートヴィレッジ ○       ○ 443・7588
美和歴史民俗資料館         442・8522
甚目寺歴史民俗資料館         443・0145
正則コミュニティセンター ○       ○ 444・1712
美和情報ふれあいセンター ○       ○ 444・1712
篠田防災コミュニティセンター ○       ○ 444・1712
下萱津コミュニティ防災センター ○       ○ 443・0019
坂牧コミュニティ防災センター ○       ○ 445・9300
上萱津コミュニティ防災センター ○       ○ 449・7450
コミュニティプラザ萱津        ○ 449・2711
新居屋防災センター ○       ○ 444・0862
甚目寺南防災センター ○       ○ 444・0862
七宝産業会館(市民活動センター) ○       ○ 441・3411
甚目寺産業会館         442・8831
リサイクルステーション ○ ○ ○     ○ ―
市民病院 ○       ○ 444・0050

2令和4年12月号



電話窓口が混み合いなかなかつながらない。その場合、粗大ごみ受付センターではインター
ネット窓口も開設しており、こちらからもお手軽にご予約できます。

二次元コードからも粗大ごみ受付センターへアクセスできます
市公式ウェブサイトからだけではなく、スマートフォン・タブレットを使って二次元コードを
読み取るだけで、直接、粗大ごみ受付センターへアクセスできます。

～二次元コードを使ったアクセス方法～

粗大ごみ収集の予約はインターネットからもできます

巡回バスニュース
右回り左回り 右回り左回り 右回り左回り 計東部巡回ルート南部巡回ルート北部巡回ルート運行

日数

累計（平成29年
10月31日～）  782 6,925人 5,659人 7,090人 8,475人 2,502人 2,795人 33,446人

 13 142人 139人 110人 142人 51人 73人 657人令和4年10月

〔利用状況〕

問合先　環境衛生課　☎444・3132　FAX443・3555

①右記の二次元コード
を読み取り、粗大ご
み受付センターへア
クセスします。

②サイト内のお知ら
せ・注意事項をご確
認いただき、申込開
始をタップし手続き
を進めてください。

市公式ウェブサイトのトップページ（https://www.city.ama.aichi.jp/）を検索・表示し
「粗大ごみ受付センターアイコン」をクリックしてください。 ▶

インターネット予約画面に移動します。▶

予約の操作が終わると、仮受付の完了です。受付番
号が表示されますので、メモなどで控えてください。▶

電話予約の受付時間内に予約完了メールが届きま
すので、その時点で正式受付となり、あわせて収集日
もお知らせします。
※電話予約と同様、出し方のルールを守ってくださ
い。

アイコンをタップ

アイコンをクリック

【年末年始の巡回バスの運行について】
年末年始も火・金・日曜日は通常通り運行しています。年末年始のお出かけに巡回バスを利用し
てみませんか。目的地までの経路など分からないことは、お気軽にご相談ください。
あま市巡回バスのルートや時刻表はこちらをご覧ください。
https://www.city.ama.aichi.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/002/512/basumappu20180317.pdf

問合先　企画政策課　☎444・1712　FAX444・0982

あま市巡回バスマップ

Web

＜二次元コード＞
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電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金のご案内
支給対象世帯：以下のいずれかに該当する世帯

①基準日（令和4年9月30日）において、世帯全員の令和4年度住民税均等割が非課
税の世帯。ただし、世帯全員が、住民税を課税されているほかの親族等の扶養を
受けている場合、租税条約の適用を届け出ている方が世帯にいる場合は対象外
となります。
②予期せず家計が急変し、令和4年1月から12月までの任意の1か月の収入が住民
税非課税世帯と同様の事情にあると認められる家計急変世帯

支　給　額：1世帯あたり5万円
支　給　時　期：市が確認書または申請書を受理した日から4週間後程度
申　請　期　限：令和5年1月31日（火）まで
手　続　方　法：支給要件により異なりますので、下記⑴及び⑵をご確認ください。
⑴　世帯全員の令和4年度住民税均等割が非課税の世帯
①世帯のすべての方が令和4年1月1日以前から現住所にお住まいの場合
令和4年10月27日に送付した支給要件確認書を社会福祉課にご返信ください。
②世帯の中に、令和4年1月2日以降に転入した方がいる場合
申請書及び添付書類を申請書配布場所（社会福祉課、七宝・美和市民サービスセンター）に
ご持参または郵送でご提出ください。
【添付書類】本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカードなどの写し）

令和4年1月1日時点でお住まいの市区町村が発行する非課税証明書
振込先口座の番号や名義人がわかるもの（預金通帳またはキャッシュカード
の写し）

⑵　予期せず家計が急変し、令和4年1月以降の1か月の収入が住民税非課税世帯相当となっ
た世帯
申請書及び添付書類を申請書配布場所（社会福祉課、七宝・美和市民サービスセンター）にご
持参または郵送でご提出ください。
【添付書類】本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカードなどの写し）

世帯の状況を確認できる書類として住民票の写し（世帯全員分かつ省略のな
いもの）
振込先口座の番号や名義人がわかるもの（預金通帳またはキャッシュカード
の写し）
簡易な収入（所得）見込額の申立書
収入減少がわかる書類（給与明細、預金通帳、帳簿など）

※住民税非課税相当とは、世帯員全員の各年収見込額（令和4年1月から12月までの任意の1か
月収入額×12月）が市民税均等割非課税水準以下であることを指します。
（一例）住民税非課税となる年間給与収入の目安（あま市の場合）

・単身の場合：93万円以下（月額77，500円以下）
・ひとり親及び障害者控除対象者の場合：204．3万円以下（月額170，333円以下）

※収入減少することがあらかじめ明らかである月の収入減少（農業の閑散期など）により給付
を申請した場合、不正受給（詐欺罪）に問われる場合があります。

問合先　社会福祉課　給付金コールセンター
☎0120・113・202
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新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少するなどの影響を受けた方に対する減免等の
制度を実施しています。該当すると思われる方やご不明な点がある方は、お問い合わせくださ
い。
◎保険税等の減免
新型コロナウイルス感染症の影響で、収入が減少した世帯の方等の保険税等を減免します。
○対象となる世帯及び減免額
1　令和4年度中に主たる生計維持者が死亡、または重篤な傷病を負った世帯の方
⇒　全部

2　主たる生計維持者の令和4年中の事業収入等の減少が見込まれる世帯のうち、次の要件
⑴～要件⑶の全てに該当する世帯の方
⇒　全部、または一部（減免割合は合計所得金額により異なります）
要件⑴　令和4年中の事業収入等のいずれかが令和3年中と比べて30％以上減少す

る見込みであること
要件⑵　令和3年中の合計所得金額が1，000万円以下であること
要件⑶　減少が見込まれる事業収入等に係る所得以外の令和3年中の所得の合計額

が400万円以下であること
○対象となる国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料
令和3年度分及び令和4年度分の保険税等のうち、令和4年4月1日から令和5年3月31日
までの間に納期限が設定されているもの
○申請期限
令和5年3月31日（金）【国民健康保険税】
令和5年5月31日（水）【後期高齢者医療保険料】

◎傷病手当金の支給
国民健康保険、または後期高齢者医療の被保険者が、新型コロナウイルス感染症の影響で労
務に服することができず、給与等の支払いを受けることができなかった場合に、傷病手当金を
支給します。
○対象者
国民健康保険、または後期高齢者医療の被保険者のうち、所得税法上の給与等の支払いを
受けている方
○支給要件
対象者が、新型コロナウイルス感染症に感染、または感染疑いによる療養※のため、連続
して4日以上仕事を休み、給与等の全部、または一部を受けることができなかった場合
※　濃厚接触の疑いで仕事を休まれた場合は、発熱等の症状が無ければ、支給要件に当ては
まりません。

○適用期間
令和2年1月1日から令和4年12月31日まで※の間で、療養のため労務に服することがで
きなかった期間
※　今後、適用期間が延長となる場合があります。
○申請期限
労務に服することができなかった日の翌日から2年を経過する日まで
https://www.city.ama.aichi.jp/kurashi/hoken/kenkouhokenn/1006454.html

問合先　保険医療課　☎444・3168　FAX443・3555

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた方へ（国民健康保険・後期高齢者医療関係）

Web
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電力・ガス・食料品等の価格高騰の影響を受けている市内事業者及び市民の皆さんの負担を軽
減するため、アマノギフト事業を実施します。
※ご注意ください※
本事業は令和4年9月に実施した事業（アマノギフト事業【9月実施分】）とはギフト送付の対
象者や実施スケジュールが異なります。
ギフトの内容
市内の協力事業者が取り扱う商品または提供するサービス1点
対象者
令和4年10月1日において市に備える住民基本台帳に記録されている方で、以下の（1）または

（2）のいずれかに該当する方。
（1）昭和37年4月1日までに生まれた方
（2）平成16年4月2日から平成19年4月1日までに生まれた方
※対象者には11月下旬頃に申込ハガキとカタログを送付します。
申込方法
申込ハガキに電話番号とカタログの中から希望するギフト番号を記入して、郵送にてお申し
込みください。
申込期限
令和5年1月31日(火)アマノギフト事務局必着
ギフト発送
発送時期はカタログ冊子各ギフトの上段に記載された「商品発送予定時期」の欄をご確認ください。
https://www.city.ama.aichi.jp/bussiness/sangyo/syoukou/1008134/1008263.html

問合先　アマノギフト事務局（市委託業者　株式会社JTB名古屋事業部）
☎0120・224・223（受付は午前9時から午後5時まで　土・日曜・祝日を除く）
メールアドレス　info@amanogift.com
商工観光課　☎441・7118　FAX441・8387

令和4年度アマノギフト事業【物価高騰対策分】

市長と語ろうあまの未来を10月5日（水）に秋竹小学校で開催しました。
秋竹小学校では「安心・安全なまち」や「みんながすごしやす
いまち」、「楽しいまち」について、各グループがタブレット端
末で作成した資料を活用し、工夫された提案を元気にしてい
ただきました。
給食の時間には市長と教育長とともに、ソーシャルディス
タンスを確保して黙食で給食をいただきました。食事が終
わってからマスクを着用して、児童の皆さんから市長へさま
ざまな質問をして、皆さんと歓談をしました。

市長と語ろうあまの未来

虐待の相談・通報はこちらへ
児童虐待　☎444・3173（子育て支援課）または ☎189（児童相談所全国共通ダイヤル、24時間対応）
障がい者虐待　☎444・3135（社会福祉課）　　高齢者虐待 　☎444・3141（高齢福祉課） 
※市役所は平日午前8時30分～午後5時15分（夜間・休日は宿日直につながります）
※FAX番号　443・3555（共通）　※メールアドレス　gyakubou@city.ama.lg.jp

Web
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一般家庭から排出される生ごみの減量化、再資源化（リサイクル）及び自家処理を推進するため、
家庭用電動式生ごみ処理機を購入し、設置した方を対象に、その費用の一部を補助金として交付し
ます。
交付要件　次の各要件をすべて満たす世帯の方
（1）市内に住民票があり、そこで居住していること
（2）家庭用電動式生ごみ処理機を購入し、自宅の敷地内に設置すること
（3）1世帯につき、1基を限度とすること
※補助金の交付を受けた日から5年経過後、本補助金の交付対象の機器が使用不能となり、買い
替えの場合は、あらためて交付対象とします。

補助金額　購入費用の3分の1
※1円未満の端数は切り捨てし、上限を20，000円とする。
申請方法　次の申請書と書類を提出してください。
（1）あま市家庭用ごみ減量機器設置費補助金交付申請書（市公式ウェブサイトから印刷するか、ま

たは環境衛生課窓口でお渡しできます）
（2）領収書等の原本（購入者名・購入機種名・購入店名・購入金額が明記された購入を証する書

類）
（3）保証書の写し
申請先　環境衛生課窓口にて随時、受付しています。
残り予算額　市公式ウェブサイトにて公開しています。
https://www.city.ama.aichi.jp/kurashi/recycle/gomi/1002369.html
※令和4年度の予算がなくなり次第、その時点で打ち切りとなりますのでご注意ください。

問合先　環境衛生課　☎444・3132　FAX443・3555

家庭用電動式生ごみ処理機の購入補助について

戦没者等のご遺族の皆様へ
令和2年4月1日から、請求受付を行っております「戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（第十
一回特別弔慰金）」の請求期限が、令和5年3月31日（金）までとなっています。請求期間を過ぎま
すと特別弔慰金を受けることができなくなりますので、請求手続きがまだお済みでない場合は、
ご注意ください。
対象者　戦没者等の死亡当時のご遺族のお1人

（細かい条件につきましては窓口にお問い合わせください）
支給内容　額面25万円（5年償還の記名国債）
請求期間　令和5年3月31日（金）まで
請求窓口　社会福祉課（受付は午前8時30分から午後5時15分まで　土・日曜・祝日、年末年始を

除く）
※請求者が居住する市町村での受付になります。

問合先　社会福祉課　☎444・3135　FAX443・3555

第十一回特別弔慰金の請求はお済みですか？

Web
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shogai@city.ama.lg.jp

甚目寺庁舎に
手話通訳者を配置しています
火曜日　午前 9時～正午、午後1時～4時
木曜日　午前 9時～正午
※上記以外の曜日、または甚目寺
庁舎以外でのご利用につきまし
ては、お問い合わせください。
問合先　社会福祉課
☎444・3135　FAX443・3555

間
時
庁
開

前
午

８
時

後
午

５
時

分

日
庁
閉

日
祝
・
曜
日
・
土

子
育
て

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

依
頼
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

子
育
て
の
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
ほ
し
い
方
、地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

登
録
説
明
会

日
時　
12
月
21
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　
大
治
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
生
後
4
か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、ま

た
は
大
治
町
在
住
、在
勤
の
方

※

妊
婦
さ
ん
、生
後
4
か
月
未
満
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録
可
能
。

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

登
録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　

説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※

説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、要
予
約
、定
員
有

り
）託
児
を
ご
希
望
の
方
は
開
催
日
1

週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、参
加
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、よ
み
が
な
、生

年
月
日
）」を
入
力
し
て
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館　
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0　

FAX
4
6
2・0
1
6
0

令
和
5
年
度
及
び
春
休
み　

児
童
ク
ラ

ブ
利
用
の
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

書
類
配
布　
12
月
12
日
（月）
〜

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、各
児
童

館
・
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）で

配
布
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類　
ク
ラ
ブ
登
録
申
請
書・父・母

（
同
居
の
祖
父
母
）の
就
労
証
明
書

※

指
定
の
書
式
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

同
居
の
祖
父
母
の
就
労
証
明
書
に
つ
い

て
は
、就
労
し
て
い
る
場
合
、年
齢
に
限

ら
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。優
先
順
位

に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
付
期
間　
令
和
5
年
1
月
5
日
㈭
〜
14

日
（土）

受
付
場
所　
各
児
童
館

※

電
子
申
請
で
の
受
付
も
開
始
し
ま
し
た
。

U
R
L
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.shinsei.e-aichi.jp

/city-am
a-aichi-u/

受
付
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

そ
の
他　
利
用
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
、就
労
・
家
庭
・
児
童
の
学
年
な
ど

を
審
査
し
、優
先
順
位
に
よ
り
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
5
年
度
の
利
用
に
つ
い
て

利
用
期
間　
令
和
5
年
4
月
1
日
㈯
〜
令

和
6
年
3
月
31
日
㈰
ま
で

※

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
令
和
5
年

12
月
29
日
㈮
〜
令
和
6
年
1
月
3
日
㈬
）

は
閉
所

利
用
時
間　
午
前
8
時
〜
午
後
6
時
30
分

※

早
朝・延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金

・
毎
月
5
，0
0
0
円

（
8
月
の
み
8
，0
0
0
円
）

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合
は
、

2
人
目
以
降
の
負
担
金
を
半
額
免
除
し
ま

す
。春

休
み
の
利
用
に
つ
い
て

利
用
期
間　
3
月
修
了
式
翌
日
か
ら
4
月

給
食
開
始
前
日
ま
で（
日
曜
日
は
閉
所
）

負
担
金

・
3
月
春
休
み
期
間
2
，5
0
0
円

・
4
月
春
休
み
期
間
2
，5
0
0
円

※

春
休
み
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、3
月

利
用
分
と
4
月
利
用
分
の
申
請
が
必
要

で
す
。

問
合
先

七
宝
地
区

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

小
規
模
保
育
施
設
に
つ
い
て
の
ご
案
内

小
規
模
保
育
施
設
は
、保
護
者
の
就
労

ま
た
は
疾
病
等
の
た
め
に
家
庭
で
保
育
が

で
き
な
い
0
〜
2
歳
児
ク
ラ
ス
の
お
子
さ

ん
を
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
施
設

で
す
。入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、各
施
設

へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
施
設
名　

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム
、パ
オ

パ
オ
ル
ー
ム
Ⅱ

対
象
児
童　
満
6
か
月
〜

利
用
定
員　
各
19
人

問
合
先

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム（
木
田
宮
前
6
番
地
）

☎
4
4
3・7
3
5
5

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム
Ⅱ（
木
田
飛
江
ノ
見
63

番
地
1
）

☎
5
2
6・6
5
5
0

障
害
者
週
間
に
つ
い
て

毎
年
12
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
は
、障

害
者
週
間
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
を
深
め
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
お
互
い
に

尊
重
し
、支
え
あ
う
社
会
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

12
月
は
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
の
支
給

月
で
す
。

振
込
み
予
定
日
は
、12
月
23
日
（金）
で
す

の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
方
へ
の
補
聴

器
購
入
費
等
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、軽
度・中
等
度
難
聴
児
に
対
し
、

言
語
の
習
得
や
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る

た
め
に
、補
聴
器
の
購
入
ま
た
は
修
理
に

か
か
る
費
用
の
一
部
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象
児
童

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
未
満
の
方

②
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
対
象
と
な
ら

な
い
方

③
医
師
意
見
書
に
よ
り
、補
聴
器
の
装
用

に
よ
り
言
語
の
習
得
等
に
一
定
の
効
果

が
認
め
ら
れ
る
方

④
対
象
児
童
の
属
す
る
世
帯
に
市
町
村
民

税
所
得
割
46
万
円
以
上
の
者
が
い
な
い

こ
と

助
成
額

補
聴
器
購
入（
修
理
）費
基
準
額
の
範
囲

内
で
3
分
の
2
に
あ
た
る
金
額
を
助
成
し

ま
す
。

申
請
手
続
き
や
必
要
書
類
な
ど
、詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、事
前
申
請
の
制
度
と
な
り
ま
す

の
で
、必
ず
購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求
手
続

き
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公
的
年

金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
、受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

支
給
要
件

①
65
歳
以
上
か
つ
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
の
う
ち
、

前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
額
※1

と
そ

の
他
所
得
額
の
合
計
が
8
8
1
，2

0
0
円
以
下
で
あ
る
こ
と

②
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
の
う
ち
、前
年
所
得
※1

が「
4
，7
2

1
，0
0
0
円
＋
扶
養
親
族
の
数×

38

万
円
※2

」以
下
で
あ
る
こ
と

※1

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
収

入
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※2

同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
70
歳
以
上
の

者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
の
場
合
は
48

万
円
、特
定
扶
養
親
族
ま
た
は
16
歳
以

上
19
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
場
合
は
63

万
円
と
な
り
ま
す
。

令
和
4
年
4
月
1
日
時
点
で
支
給
要
件

を
満
た
し
て
い
た
方

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。令
和
5
年
1

月
4
日
ま
で
に
請
求
手
続
が
完
了
し
ま
す

と
、令
和
4
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、未

提
出
の
方
は
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
4
月
2
日
以
降
に
、世
帯
の

構
成
・
前
年
所
得
等
が
変
わ
っ
て
、支
給

要
件
を
満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
方

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
を
用
意
の
う
え
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0・0
5・4
0
9
2

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0・0
5・1
1
6
5

中
村
年
金
事
務
所

☎
4
5
3・7
2
0
0

保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

高
校
生
等
の
入
院
医
療
費
を
助
成
し
て

い
ま
す

令
和
4
年
10
月
1
日
診
療
分
か
ら
高
校

生
等
の
入
院
に
係
る
医
療
費（
保
険
適
用

分
）を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

受
給
者
証
は
交
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

い
っ
た
ん
入
院
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
、申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

15
歳
到
達
後
最
初
の
4
月
1
日
か
ら
18
歳

到
達
後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の

・
お
子
様
の
健
康
保
険
証

・
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の（
通
帳
等
）

・
医
療
費
の
領
収
書（
受
診
者
名
、入
院
期

間
、保
険
診
療
点
数
と
領
収
金
額
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

・
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る

場
合
は
、そ
の
決
定
通
知
書

・
家
族
療
養
附
加
金
等
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
支
給
額
が
わ
か
る
も
の

申
請
場
所

保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
本
庁
舎
）

七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
七
宝
公

民
館
）

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

家
屋
の
取
り
壊
し
・
土
地
の
利
用
状
況

の
変
更
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
は
、毎
年
1
月
1
日
が
賦

課
期
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
令

和
4
年
12
月
末
日
ま
で
に
、

・
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合

・
新
増
築
し
た
場
合

・
未
登
記
家
屋
を
名
義
変
更
し
た
場
合

・
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
場
合
は
、

税
務
課（
本
庁
舎
）ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム（
軽

J
N
K
S
）の
開
始
に
つ
い
て

令
和
5
年
1
月
か
ら
、軽
自
動
車
税
納
付

確
認
シ
ス
テ
ム（
軽
J
N
K
S
）が
開
始
と

な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、車
検
を
受
け

る
と
き
に
必
要
で
あ
っ
た
車
検
用
の
納
税

証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

※

た
だ
し
、2
輪
の
バ
イ
ク
や
納
付
直
後
、

使
用
の
本
拠
地
を
異
動
さ
せ
た
ば
か
り

な
ど
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
車
検
用
の
納

税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
税
務
課

（
本
庁
舎
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

市政ニュース

晴れの功労者表彰

あま市功労者表彰式を11月3日（木・祝）に市表彰条例に基づいて挙行しました。
本市の発展と振興にご尽力されました次の1社・3名の方々が表彰を受けられました（敬称略・順不同）。
功労表彰　前 選挙管理委員会委員　足立 光照　　前 教育委員会委員　南谷 恵美子
一般表彰　株式会社マツヤ　　学校歯科医　故 竹田 茂

問合先　人事秘書課　☎444・1713　FAX444・1351

あだち みつてる なんや えみこ
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福
　
祉

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

依
頼
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

子
育
て
の
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
ほ
し
い
方
、地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

登
録
説
明
会

日
時　
12
月
21
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　
大
治
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
生
後
4
か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、ま

た
は
大
治
町
在
住
、在
勤
の
方

※

妊
婦
さ
ん
、生
後
4
か
月
未
満
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録
可
能
。

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

登
録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　

説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※

説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、要
予
約
、定
員
有

り
）託
児
を
ご
希
望
の
方
は
開
催
日
1

週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、参
加
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、よ
み
が
な
、生

年
月
日
）」を
入
力
し
て
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館　
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0　

FAX
4
6
2・0
1
6
0

令
和
5
年
度
及
び
春
休
み　

児
童
ク
ラ

ブ
利
用
の
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

書
類
配
布　
12
月
12
日
（月）
〜

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、各
児
童

館
・
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）で

配
布
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類　
ク
ラ
ブ
登
録
申
請
書・父・母

（
同
居
の
祖
父
母
）の
就
労
証
明
書

※
指
定
の
書
式
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

同
居
の
祖
父
母
の
就
労
証
明
書
に
つ
い

て
は
、就
労
し
て
い
る
場
合
、年
齢
に
限

ら
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。優
先
順
位

に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
付
期
間　
令
和
5
年
1
月
5
日
㈭
〜
14

日
（土）

受
付
場
所　
各
児
童
館

※

電
子
申
請
で
の
受
付
も
開
始
し
ま
し
た
。

U
R
L
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.shinsei.e-aichi.jp

/city-am
a-aichi-u/

受
付
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

そ
の
他　
利
用
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
、就
労
・
家
庭
・
児
童
の
学
年
な
ど

を
審
査
し
、優
先
順
位
に
よ
り
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
5
年
度
の
利
用
に
つ
い
て

利
用
期
間　
令
和
5
年
4
月
1
日
㈯
〜
令

和
6
年
3
月
31
日
㈰
ま
で

※

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
令
和
5
年

12
月
29
日
㈮
〜
令
和
6
年
1
月
3
日
㈬
）

は
閉
所

利
用
時
間　
午
前
8
時
〜
午
後
6
時
30
分

※

早
朝・延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金

・
毎
月
5
，0
0
0
円

（
8
月
の
み
8
，0
0
0
円
）

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合
は
、

2
人
目
以
降
の
負
担
金
を
半
額
免
除
し
ま

す
。春

休
み
の
利
用
に
つ
い
て

利
用
期
間　
3
月
修
了
式
翌
日
か
ら
4
月

給
食
開
始
前
日
ま
で（
日
曜
日
は
閉
所
）

負
担
金

・
3
月
春
休
み
期
間
2
，5
0
0
円

・
4
月
春
休
み
期
間
2
，5
0
0
円

※

春
休
み
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、3
月

利
用
分
と
4
月
利
用
分
の
申
請
が
必
要

で
す
。

問
合
先

七
宝
地
区

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

小
規
模
保
育
施
設
に
つ
い
て
の
ご
案
内

小
規
模
保
育
施
設
は
、保
護
者
の
就
労

ま
た
は
疾
病
等
の
た
め
に
家
庭
で
保
育
が

で
き
な
い
0
〜
2
歳
児
ク
ラ
ス
の
お
子
さ

ん
を
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
施
設

で
す
。入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、各
施
設

へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
施
設
名　

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム
、パ
オ

パ
オ
ル
ー
ム
Ⅱ

対
象
児
童　
満
6
か
月
〜

利
用
定
員　
各
19
人

問
合
先

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム（
木
田
宮
前
6
番
地
）

☎
4
4
3・7
3
5
5

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム
Ⅱ（
木
田
飛
江
ノ
見
63

番
地
1
）

☎
5
2
6・6
5
5
0

障
害
者
週
間
に
つ
い
て

毎
年
12
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
は
、障

害
者
週
間
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
を
深
め
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
お
互
い
に

尊
重
し
、支
え
あ
う
社
会
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

12
月
は
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
の
支
給

月
で
す
。

振
込
み
予
定
日
は
、12
月
23
日
（金）
で
す

の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
方
へ
の
補
聴

器
購
入
費
等
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、軽
度・中
等
度
難
聴
児
に
対
し
、

言
語
の
習
得
や
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る

た
め
に
、補
聴
器
の
購
入
ま
た
は
修
理
に

か
か
る
費
用
の
一
部
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象
児
童

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
未
満
の
方

②
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
対
象
と
な
ら

な
い
方

③
医
師
意
見
書
に
よ
り
、補
聴
器
の
装
用

に
よ
り
言
語
の
習
得
等
に
一
定
の
効
果

が
認
め
ら
れ
る
方

④
対
象
児
童
の
属
す
る
世
帯
に
市
町
村
民

税
所
得
割
46
万
円
以
上
の
者
が
い
な
い

こ
と

助
成
額

補
聴
器
購
入（
修
理
）費
基
準
額
の
範
囲

内
で
3
分
の
2
に
あ
た
る
金
額
を
助
成
し

ま
す
。

申
請
手
続
き
や
必
要
書
類
な
ど
、詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、事
前
申
請
の
制
度
と
な
り
ま
す

の
で
、必
ず
購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求
手
続

き
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公
的
年

金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
、受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

支
給
要
件

①
65
歳
以
上
か
つ
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
の
う
ち
、

前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
額
※1

と
そ

の
他
所
得
額
の
合
計
が
8
8
1
，2

0
0
円
以
下
で
あ
る
こ
と

②
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
の
う
ち
、前
年
所
得
※1

が「
4
，7
2

1
，0
0
0
円
＋
扶
養
親
族
の
数×

38

万
円
※2

」以
下
で
あ
る
こ
と

※1

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
収

入
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※2

同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
70
歳
以
上
の

者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
の
場
合
は
48

万
円
、特
定
扶
養
親
族
ま
た
は
16
歳
以

上
19
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
場
合
は
63

万
円
と
な
り
ま
す
。

令
和
4
年
4
月
1
日
時
点
で
支
給
要
件

を
満
た
し
て
い
た
方

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。令
和
5
年
1

月
4
日
ま
で
に
請
求
手
続
が
完
了
し
ま
す

と
、令
和
4
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、未

提
出
の
方
は
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
4
月
2
日
以
降
に
、世
帯
の

構
成
・
前
年
所
得
等
が
変
わ
っ
て
、支
給

要
件
を
満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
方

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
を
用
意
の
う
え
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0・0
5・4
0
9
2

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0・0
5・1
1
6
5

中
村
年
金
事
務
所

☎
4
5
3・7
2
0
0

保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

高
校
生
等
の
入
院
医
療
費
を
助
成
し
て

い
ま
す

令
和
4
年
10
月
1
日
診
療
分
か
ら
高
校

生
等
の
入
院
に
係
る
医
療
費（
保
険
適
用

分
）を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

受
給
者
証
は
交
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

い
っ
た
ん
入
院
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
、申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

15
歳
到
達
後
最
初
の
4
月
1
日
か
ら
18
歳

到
達
後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の

・
お
子
様
の
健
康
保
険
証

・
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の（
通
帳
等
）

・
医
療
費
の
領
収
書（
受
診
者
名
、入
院
期

間
、保
険
診
療
点
数
と
領
収
金
額
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

・
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る

場
合
は
、そ
の
決
定
通
知
書

・
家
族
療
養
附
加
金
等
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
支
給
額
が
わ
か
る
も
の

申
請
場
所

保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
本
庁
舎
）

七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
七
宝
公

民
館
）

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

家
屋
の
取
り
壊
し
・
土
地
の
利
用
状
況

の
変
更
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
は
、毎
年
1
月
1
日
が
賦

課
期
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
令

和
4
年
12
月
末
日
ま
で
に
、

・
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合

・
新
増
築
し
た
場
合

・
未
登
記
家
屋
を
名
義
変
更
し
た
場
合

・
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
場
合
は
、

税
務
課（
本
庁
舎
）ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム（
軽

J
N
K
S
）の
開
始
に
つ
い
て

令
和
5
年
1
月
か
ら
、軽
自
動
車
税
納
付

確
認
シ
ス
テ
ム（
軽
J
N
K
S
）が
開
始
と

な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、車
検
を
受
け

る
と
き
に
必
要
で
あ
っ
た
車
検
用
の
納
税

証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

※

た
だ
し
、2
輪
の
バ
イ
ク
や
納
付
直
後
、

使
用
の
本
拠
地
を
異
動
さ
せ
た
ば
か
り

な
ど
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
車
検
用
の
納

税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
税
務
課

（
本
庁
舎
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

市政ニュース

9 令和4年12月号



税

保
険・年
金

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

依
頼
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

子
育
て
の
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
ほ
し
い
方
、地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

登
録
説
明
会

日
時　
12
月
21
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　
大
治
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
生
後
4
か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、ま

た
は
大
治
町
在
住
、在
勤
の
方

※

妊
婦
さ
ん
、生
後
4
か
月
未
満
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録
可
能
。

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

登
録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　

説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※

説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、要
予
約
、定
員
有

り
）託
児
を
ご
希
望
の
方
は
開
催
日
1

週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、参
加
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、よ
み
が
な
、生

年
月
日
）」を
入
力
し
て
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館　
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0　

FAX
4
6
2・0
1
6
0

令
和
5
年
度
及
び
春
休
み　

児
童
ク
ラ

ブ
利
用
の
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

書
類
配
布　
12
月
12
日
（月）
〜

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、各
児
童

館
・
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）で

配
布
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類　
ク
ラ
ブ
登
録
申
請
書・父・母

（
同
居
の
祖
父
母
）の
就
労
証
明
書

※

指
定
の
書
式
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

同
居
の
祖
父
母
の
就
労
証
明
書
に
つ
い

て
は
、就
労
し
て
い
る
場
合
、年
齢
に
限

ら
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。優
先
順
位

に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
付
期
間　
令
和
5
年
1
月
5
日
㈭
〜
14

日
（土）

受
付
場
所　
各
児
童
館

※

電
子
申
請
で
の
受
付
も
開
始
し
ま
し
た
。

U
R
L
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.shinsei.e-aichi.jp

/city-am
a-aichi-u/

受
付
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

そ
の
他　
利
用
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
、就
労
・
家
庭
・
児
童
の
学
年
な
ど

を
審
査
し
、優
先
順
位
に
よ
り
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
5
年
度
の
利
用
に
つ
い
て

利
用
期
間　
令
和
5
年
4
月
1
日
㈯
〜
令

和
6
年
3
月
31
日
㈰
ま
で

※

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
令
和
5
年

12
月
29
日
㈮
〜
令
和
6
年
1
月
3
日
㈬
）

は
閉
所

利
用
時
間　
午
前
8
時
〜
午
後
6
時
30
分

※

早
朝・延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金

・
毎
月
5
，0
0
0
円

（
8
月
の
み
8
，0
0
0
円
）

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合
は
、

2
人
目
以
降
の
負
担
金
を
半
額
免
除
し
ま

す
。春

休
み
の
利
用
に
つ
い
て

利
用
期
間　
3
月
修
了
式
翌
日
か
ら
4
月

給
食
開
始
前
日
ま
で（
日
曜
日
は
閉
所
）

負
担
金

・
3
月
春
休
み
期
間
2
，5
0
0
円

・
4
月
春
休
み
期
間
2
，5
0
0
円

※

春
休
み
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、3
月

利
用
分
と
4
月
利
用
分
の
申
請
が
必
要

で
す
。

問
合
先

七
宝
地
区

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

小
規
模
保
育
施
設
に
つ
い
て
の
ご
案
内

小
規
模
保
育
施
設
は
、保
護
者
の
就
労

ま
た
は
疾
病
等
の
た
め
に
家
庭
で
保
育
が

で
き
な
い
0
〜
2
歳
児
ク
ラ
ス
の
お
子
さ

ん
を
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
施
設

で
す
。入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、各
施
設

へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
施
設
名　

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム
、パ
オ

パ
オ
ル
ー
ム
Ⅱ

対
象
児
童　
満
6
か
月
〜

利
用
定
員　
各
19
人

問
合
先

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム（
木
田
宮
前
6
番
地
）

☎
4
4
3・7
3
5
5

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム
Ⅱ（
木
田
飛
江
ノ
見
63

番
地
1
）

☎
5
2
6・6
5
5
0

障
害
者
週
間
に
つ
い
て

毎
年
12
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
は
、障

害
者
週
間
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
を
深
め
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
お
互
い
に

尊
重
し
、支
え
あ
う
社
会
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

12
月
は
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
の
支
給

月
で
す
。

振
込
み
予
定
日
は
、12
月
23
日
（金）
で
す

の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
方
へ
の
補
聴

器
購
入
費
等
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、軽
度・中
等
度
難
聴
児
に
対
し
、

言
語
の
習
得
や
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る

た
め
に
、補
聴
器
の
購
入
ま
た
は
修
理
に

か
か
る
費
用
の
一
部
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象
児
童

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
未
満
の
方

②
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
対
象
と
な
ら

な
い
方

③
医
師
意
見
書
に
よ
り
、補
聴
器
の
装
用

に
よ
り
言
語
の
習
得
等
に
一
定
の
効
果

が
認
め
ら
れ
る
方

④
対
象
児
童
の
属
す
る
世
帯
に
市
町
村
民

税
所
得
割
46
万
円
以
上
の
者
が
い
な
い

こ
と

助
成
額

補
聴
器
購
入（
修
理
）費
基
準
額
の
範
囲

内
で
3
分
の
2
に
あ
た
る
金
額
を
助
成
し

ま
す
。

申
請
手
続
き
や
必
要
書
類
な
ど
、詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、事
前
申
請
の
制
度
と
な
り
ま
す

の
で
、必
ず
購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求
手
続

き
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公
的
年

金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
、受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

支
給
要
件

①
65
歳
以
上
か
つ
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
の
う
ち
、

前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
額
※1

と
そ

の
他
所
得
額
の
合
計
が
8
8
1
，2

0
0
円
以
下
で
あ
る
こ
と

②
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
の
う
ち
、前
年
所
得
※1

が「
4
，7
2

1
，0
0
0
円
＋
扶
養
親
族
の
数×

38

万
円
※2

」以
下
で
あ
る
こ
と

※1

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
収

入
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※2

同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
70
歳
以
上
の

者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
の
場
合
は
48

万
円
、特
定
扶
養
親
族
ま
た
は
16
歳
以

上
19
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
場
合
は
63

万
円
と
な
り
ま
す
。

令
和
4
年
4
月
1
日
時
点
で
支
給
要
件

を
満
た
し
て
い
た
方

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。令
和
5
年
1

月
4
日
ま
で
に
請
求
手
続
が
完
了
し
ま
す

と
、令
和
4
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、未

提
出
の
方
は
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
4
月
2
日
以
降
に
、世
帯
の

構
成
・
前
年
所
得
等
が
変
わ
っ
て
、支
給

要
件
を
満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
方

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
を
用
意
の
う
え
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0・0
5・4
0
9
2

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0・0
5・1
1
6
5

中
村
年
金
事
務
所

☎
4
5
3・7
2
0
0

保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

高
校
生
等
の
入
院
医
療
費
を
助
成
し
て

い
ま
す

令
和
4
年
10
月
1
日
診
療
分
か
ら
高
校

生
等
の
入
院
に
係
る
医
療
費（
保
険
適
用

分
）を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

受
給
者
証
は
交
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

い
っ
た
ん
入
院
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
、申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

15
歳
到
達
後
最
初
の
4
月
1
日
か
ら
18
歳

到
達
後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の

・
お
子
様
の
健
康
保
険
証

・
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の（
通
帳
等
）

・
医
療
費
の
領
収
書（
受
診
者
名
、入
院
期

間
、保
険
診
療
点
数
と
領
収
金
額
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

・
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る

場
合
は
、そ
の
決
定
通
知
書

・
家
族
療
養
附
加
金
等
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
支
給
額
が
わ
か
る
も
の

申
請
場
所

保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
本
庁
舎
）

七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
七
宝
公

民
館
）

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

家
屋
の
取
り
壊
し
・
土
地
の
利
用
状
況

の
変
更
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
は
、毎
年
1
月
1
日
が
賦

課
期
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
令

和
4
年
12
月
末
日
ま
で
に
、

・
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合

・
新
増
築
し
た
場
合

・
未
登
記
家
屋
を
名
義
変
更
し
た
場
合

・
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
場
合
は
、

税
務
課（
本
庁
舎
）ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム（
軽

J
N
K
S
）の
開
始
に
つ
い
て

令
和
5
年
1
月
か
ら
、軽
自
動
車
税
納
付

確
認
シ
ス
テ
ム（
軽
J
N
K
S
）が
開
始
と

な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、車
検
を
受
け

る
と
き
に
必
要
で
あ
っ
た
車
検
用
の
納
税

証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

※

た
だ
し
、2
輪
の
バ
イ
ク
や
納
付
直
後
、

使
用
の
本
拠
地
を
異
動
さ
せ
た
ば
か
り

な
ど
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
車
検
用
の
納

税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
税
務
課

（
本
庁
舎
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

市政ニュース

10令和4年12月号



子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

依
頼
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

子
育
て
の
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
ほ
し
い
方
、地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

登
録
説
明
会

日
時　
12
月
21
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　
大
治
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
生
後
4
か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、ま

た
は
大
治
町
在
住
、在
勤
の
方

※

妊
婦
さ
ん
、生
後
4
か
月
未
満
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録
可
能
。

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

登
録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　

説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※

説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、要
予
約
、定
員
有

り
）託
児
を
ご
希
望
の
方
は
開
催
日
1

週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、参
加
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、よ
み
が
な
、生

年
月
日
）」を
入
力
し
て
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館　
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0　

FAX
4
6
2・0
1
6
0

令
和
5
年
度
及
び
春
休
み　

児
童
ク
ラ

ブ
利
用
の
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

書
類
配
布　
12
月
12
日
（月）
〜

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、各
児
童

館
・
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）で

配
布
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類　
ク
ラ
ブ
登
録
申
請
書・父・母

（
同
居
の
祖
父
母
）の
就
労
証
明
書

※

指
定
の
書
式
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

同
居
の
祖
父
母
の
就
労
証
明
書
に
つ
い

て
は
、就
労
し
て
い
る
場
合
、年
齢
に
限

ら
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。優
先
順
位

に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
付
期
間　
令
和
5
年
1
月
5
日
㈭
〜
14

日
（土）

受
付
場
所　
各
児
童
館

※

電
子
申
請
で
の
受
付
も
開
始
し
ま
し
た
。

U
R
L
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.shinsei.e-aichi.jp

/city-am
a-aichi-u/

受
付
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

そ
の
他　
利
用
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
、就
労
・
家
庭
・
児
童
の
学
年
な
ど

を
審
査
し
、優
先
順
位
に
よ
り
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
5
年
度
の
利
用
に
つ
い
て

利
用
期
間　
令
和
5
年
4
月
1
日
㈯
〜
令

和
6
年
3
月
31
日
㈰
ま
で

※

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
令
和
5
年

12
月
29
日
㈮
〜
令
和
6
年
1
月
3
日
㈬
）

は
閉
所

利
用
時
間　
午
前
8
時
〜
午
後
6
時
30
分

※

早
朝・延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金

・
毎
月
5
，0
0
0
円

（
8
月
の
み
8
，0
0
0
円
）

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合
は
、

2
人
目
以
降
の
負
担
金
を
半
額
免
除
し
ま

す
。春

休
み
の
利
用
に
つ
い
て

利
用
期
間　
3
月
修
了
式
翌
日
か
ら
4
月

給
食
開
始
前
日
ま
で（
日
曜
日
は
閉
所
）

負
担
金

・
3
月
春
休
み
期
間
2
，5
0
0
円

・
4
月
春
休
み
期
間
2
，5
0
0
円

※

春
休
み
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、3
月

利
用
分
と
4
月
利
用
分
の
申
請
が
必
要

で
す
。

問
合
先

七
宝
地
区

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

小
規
模
保
育
施
設
に
つ
い
て
の
ご
案
内

小
規
模
保
育
施
設
は
、保
護
者
の
就
労

ま
た
は
疾
病
等
の
た
め
に
家
庭
で
保
育
が

で
き
な
い
0
〜
2
歳
児
ク
ラ
ス
の
お
子
さ

ん
を
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
施
設

で
す
。入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、各
施
設

へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
施
設
名　

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム
、パ
オ

パ
オ
ル
ー
ム
Ⅱ

対
象
児
童　
満
6
か
月
〜

利
用
定
員　
各
19
人

問
合
先

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム（
木
田
宮
前
6
番
地
）

☎
4
4
3・7
3
5
5

パ
オ
パ
オ
ル
ー
ム
Ⅱ（
木
田
飛
江
ノ
見
63

番
地
1
）

☎
5
2
6・6
5
5
0

障
害
者
週
間
に
つ
い
て

毎
年
12
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
は
、障

害
者
週
間
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
を
深
め
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
お
互
い
に

尊
重
し
、支
え
あ
う
社
会
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

12
月
は
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
の
支
給

月
で
す
。

振
込
み
予
定
日
は
、12
月
23
日
（金）
で
す

の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
方
へ
の
補
聴

器
購
入
費
等
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、軽
度・中
等
度
難
聴
児
に
対
し
、

言
語
の
習
得
や
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る

た
め
に
、補
聴
器
の
購
入
ま
た
は
修
理
に

か
か
る
費
用
の
一
部
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象
児
童

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
未
満
の
方

②
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
対
象
と
な
ら

な
い
方

③
医
師
意
見
書
に
よ
り
、補
聴
器
の
装
用

に
よ
り
言
語
の
習
得
等
に
一
定
の
効
果

が
認
め
ら
れ
る
方

④
対
象
児
童
の
属
す
る
世
帯
に
市
町
村
民

税
所
得
割
46
万
円
以
上
の
者
が
い
な
い

こ
と

助
成
額

補
聴
器
購
入（
修
理
）費
基
準
額
の
範
囲

内
で
3
分
の
2
に
あ
た
る
金
額
を
助
成
し

ま
す
。

申
請
手
続
き
や
必
要
書
類
な
ど
、詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、事
前
申
請
の
制
度
と
な
り
ま
す

の
で
、必
ず
購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求
手
続

き
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公
的
年

金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
、受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

支
給
要
件

①
65
歳
以
上
か
つ
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
の
う
ち
、

前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
額
※1

と
そ

の
他
所
得
額
の
合
計
が
8
8
1
，2

0
0
円
以
下
で
あ
る
こ
と

②
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
の
う
ち
、前
年
所
得
※1

が「
4
，7
2

1
，0
0
0
円
＋
扶
養
親
族
の
数×

38

万
円
※2

」以
下
で
あ
る
こ
と

※1

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
収

入
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※2

同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
70
歳
以
上
の

者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
の
場
合
は
48

万
円
、特
定
扶
養
親
族
ま
た
は
16
歳
以

上
19
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
場
合
は
63

万
円
と
な
り
ま
す
。

令
和
4
年
4
月
1
日
時
点
で
支
給
要
件

を
満
た
し
て
い
た
方

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。令
和
5
年
1

月
4
日
ま
で
に
請
求
手
続
が
完
了
し
ま
す

と
、令
和
4
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、未

提
出
の
方
は
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
4
月
2
日
以
降
に
、世
帯
の

構
成
・
前
年
所
得
等
が
変
わ
っ
て
、支
給

要
件
を
満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
方

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
を
用
意
の
う
え
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0・0
5・4
0
9
2

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0・0
5・1
1
6
5

中
村
年
金
事
務
所

☎
4
5
3・7
2
0
0

保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

高
校
生
等
の
入
院
医
療
費
を
助
成
し
て

い
ま
す

令
和
4
年
10
月
1
日
診
療
分
か
ら
高
校

生
等
の
入
院
に
係
る
医
療
費（
保
険
適
用

分
）を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

受
給
者
証
は
交
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

い
っ
た
ん
入
院
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
、申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

15
歳
到
達
後
最
初
の
4
月
1
日
か
ら
18
歳

到
達
後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の

・
お
子
様
の
健
康
保
険
証

・
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の（
通
帳
等
）

・
医
療
費
の
領
収
書（
受
診
者
名
、入
院
期

間
、保
険
診
療
点
数
と
領
収
金
額
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

・
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る

場
合
は
、そ
の
決
定
通
知
書

・
家
族
療
養
附
加
金
等
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
支
給
額
が
わ
か
る
も
の

申
請
場
所

保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
本
庁
舎
）

七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
七
宝
公

民
館
）

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

家
屋
の
取
り
壊
し
・
土
地
の
利
用
状
況

の
変
更
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
は
、毎
年
1
月
1
日
が
賦

課
期
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
令

和
4
年
12
月
末
日
ま
で
に
、

・
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合

・
新
増
築
し
た
場
合

・
未
登
記
家
屋
を
名
義
変
更
し
た
場
合

・
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
場
合
は
、

税
務
課（
本
庁
舎
）ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム（
軽

J
N
K
S
）の
開
始
に
つ
い
て

令
和
5
年
1
月
か
ら
、軽
自
動
車
税
納
付

確
認
シ
ス
テ
ム（
軽
J
N
K
S
）が
開
始
と

な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、車
検
を
受
け

る
と
き
に
必
要
で
あ
っ
た
車
検
用
の
納
税

証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

※

た
だ
し
、2
輪
の
バ
イ
ク
や
納
付
直
後
、

使
用
の
本
拠
地
を
異
動
さ
せ
た
ば
か
り

な
ど
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
車
検
用
の
納

税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
税
務
課

（
本
庁
舎
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

市政ニュース

～毎年12月4日～10日は人権週間～
毎年12月4日からの人権週間には、人権意識の普及や高揚を目的とした行事が全国で行われ
ます。
市では、市民の皆さんに人権に関する正しい認識と理解を深めていただくため、甚目寺庁舎1
階玄関ロビーにて人権週間パネル展示を実施します。ぜひ足を運んでみてください。
期間　12月5日（月）～9日（金）
場所　甚目寺庁舎1階玄関ロビー

～あなたの街の相談パートナー人権擁護委員～
人権について関心をもってもらえるような啓発活動や、地域の皆さんから人権相談を受け、問
題解決のお手伝いをしています。
ひとりで悩まずに、人権擁護委員にご相談ください。
また、市では、日ごろ人権問題で悩みを抱えている方のために、人権相談所を毎月開設してい
ます。相談は無料・秘密厳守です。お気軽にご相談ください。
人権相談日につきましては、広報の「今月の相談案内」をご覧ください。
みんなの人権110番　☎0570・003・110
子どもの人権110番　☎0120・007・110
女性の人権ホットライン　☎0570・070・810
LINEじんけん相談　右の二次元コードから

～人権擁護委員の退任、新任のお知らせ～
人権擁護委員の池田 和恵委員が令和4年9月30日をもって退任されました。
また、令和4年10月1日付で松井 匡人委員（新任）が法務大臣より委嘱をされ、人権擁護委員活
動をお願いすることとなりました。任期は3年になります。人権に関するお悩みなどありました
ら、お気軽にご相談ください。

～ブルーリボンを知っていますか～
ブルーリボンとは、拉致被害者を取り戻すためのシンボルマークです。ブルーリボンの青色
は、被害者の祖国日本と北朝鮮を隔てる「日本海の青」、被害者とご家族を唯一結んでいる「青い
空」をイメージしています。北朝鮮による拉致被害者のご家族は、愛する家族を取り戻すため、懸
命な活動を続けています。毎年12月10日から16日の北朝鮮人権侵害問題啓発週間にはさまざ
まな行事が行われます。拉致問題についての関心と認識を深めていくことが大切です。

問合先　人権推進課　☎444・0398　FAX441・8330

いけだ かずえ

まつい まさと

ジ
ェ
ン
ク
ス

ジ
ェ
ン
ク
ス

人権人権

〈LINEじんけん相談〉

11 令和4年12月号



環
境・衛
生

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
5
日
以
内

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

資
源
ご
み
収
集
と
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

毎
月
一
回
実
施
し
て
い
る
資
源
ご
み
の

円
滑
な
収
集
は
、各
地
区
推
進
員
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。推
進
員
の
方
々
に
必
要
以
上
の
ご

負
担
を
掛
け
な
い
よ
う
、分
別
と
出
し
方

の
ル
ー
ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

駆
除
の
相
談
は
？

害
虫
・
害
獣（
害
鳥
）の
駆
除
に
お
悩
み

の
当
事
者
に
と
っ
て
、最
適
な
方
法
で
ご

解
決
で
き
る
よ
う
、各
種
別
ご
と
に
応
じ

た
、次
の
ご
案
内
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
害
虫・害
獣（
害
鳥
）

公
益
社
団
法
人　
愛
知
県
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
会（
業
者
の
お
取
り
次
ぎ

の
み
。駆
除
の
依
頼
は
受
付
不
可
）

受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

☎
4
5
2・7
1
2
2

※

業
者
対
応
の
場
合
は
有
料
と
な
り
、駆

除
の
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま

す
。ご
依
頼
内
容
や
、業
者
に
よ
っ
て
は

お
引
き
受
け
条
件
が
変
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。直
接
依
頼
時
に
、詳
細
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

②
害
獣（
害
鳥
）の
み（
害
虫
は
受
付
不
可
）

環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

市
対
応
の
場
合
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、

駆
除
の
お
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ

り
、ご
相
談
内
容
に
よ
り
、市
と
し
て
は

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。相
談

時
に
、直
接
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

発
火
の
危
険
性
が
あ
る
ご
み
に
つ
い
て

ご
み
収
集
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）や
ご
み
処

理
工
場
の
火
災
事
故
は「
ス
プ
レ
ー
缶
、ガ

ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾
電
池（
充
電
式
電
池

含
む
）」の
不
燃
ご
み
へ
の
混
入
が
主
な
原

因
で
す
。火
災
事
故
発
生
時
は
、単
に
日
常

の
作
業
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
全
体
の
ご
み
収
集
に
、多
大
な
影
響
も

お
よ
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

ス
プ
レ
ー
缶
、ガ
ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾

電
池（
充
電
式
電
池
含
む
）は
、不
燃
ご
み

で
は
絶
対
に
出
さ
ず
、資
源
ご
み
回
収
時

の
安
全
な
分
別
と
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

日
頃
か
ら
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
次
の

場
所
で
適
切
に
分
別
し
て
出
す
こ
と
で
、

火
災
事
故
発
生
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

①
資
源
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
市
内

各
地
域
ご
と
）毎
月
1
回（
七
宝
地
区
：

第
2
水
曜
日
、美
和
地
区：第
3
水
曜
日
、

甚
目
寺
地
区：第
4
水
曜
日
）の
午
前
9

時
ま
で
。

②
あ
ま
市
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
甚
目
寺
庁
舎
駐
車
場
内
）毎
日
：
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。（
土・日
曜・

祝
日
含
む
。た
だ
し
、12
月
31
日
か
ら
翌

年
1
月
3
日
ま
で
は
除
く
）開
場
中
は
、

い
つ
で
も
受
入
れ
可
能
で
す
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処
分
方
法

営
利
、非
営
利
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
般
家
庭
以
外
の
全
事
業
者
に
よ
る
事
業

活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、家

庭
系
ご
み
収
集
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
産
業
廃
棄
物

関
係
法
令
規
定
の
20
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
販
売
店
舗
等
、取
扱
い
業
者
へ
処
分
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
県
の
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者

へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
事
業
系
一
般
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物
以
外
の
紙
く
ず
、繊
維
く

ず
、木
く
ず
、生
ご
み（
い
ず
れ
も
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
ご
み
）

●
市
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い

・
冊
子「
令
和
4
年
度
あ
ま
市
ご
み
の
分

別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル
」11
ペ
ー
ジ‐

収

集
で
き
な
い
ご
み‐

・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
事
業
系
の
ご

み
等
の
処
分
」

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/recycle/gom

i/10023
79.htm

l
※

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ご
み

は
、廃
棄
物
再
生
事
業
者
へ

処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

医
療
廃
棄
物
の
処
分
方
法

医
療
廃
棄
物
と
は
、医
療
関
係
機
関
等

が
事
業
活
動
や
在
宅
医
療
等
の
医
療
行
為

に
伴
っ
て
排
出
す
る
廃
棄
物（
ご
み
）を
指

し
ま
す
。

脱
脂
綿
、ガ
ー
ゼ
、包
帯
、ギ
ブ
ス
、紙
お

む
つ
、注
射
針
、注
射
筒
、輸
液
点
滴
セ
ッ

ト
、体
温
計
、試
験
管
等
の
検
査
器
具
、有

機
溶
剤
、血
液
、臓
器・組
織
等
の
う
ち
、人

へ
の
感
染
や
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
病
原

体
を
含
ん
だ
り
付
着
し
て
い
る
も
の
、も

し
く
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
は「
感
染

性
廃
棄
物
」と
い
い
、数
量
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、市
の
家
庭
系
ご
み
収
集
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。感
染
性
廃
棄
物
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
感
染
性
産
業
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
血
液
、

注
射
針
、レ
ン
ト
ゲ
ン
定
着
液
等
の
う

ち
感
染
性
廃
棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物

●
感
染
性
一
般
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
紙
く

ず
、包
帯
、脱
脂
綿
等
の
う
ち
感
染
性
廃

棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
11
日
（日）
〜
20
日
（火）

運
動
の
趣
旨

こ
の
運
動
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
防

犯
意
識
を
高
め
、県
民
総
ぐ
る
み
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
広
く
県
民
運
動
と

し
て
推
進
し
、犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

重
点

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
侵
入
盗
の
防
止

・
自
動
車
盗
の
防
止

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
に
か
け
て
防
火
点
検
を

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い

時
期
に
な
る
と
、暖
房
器

具
等
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
に
対
す
る
注
意
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

消
防
団
で
は
、12
月
28
日
（水）
か
ら
年
末

の
夜
間
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。ご
家

庭
で
も
火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、

お
休
み
前
に
は
も
う
一
度
火
の
元
を
確
か

め
、防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
ほ
か
に
職
業
や
学
業
を
持

ち
な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や

地
震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け

る
救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え

日
々
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火

啓
発
、年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域

の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等（
年
間
3
万
6
，0
0

0
円
〜
）が
支
給
さ
れ
、災
害
補
償
制
度
に

も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、一
定
期
間

以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合
は
、退
職
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支

障
が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

令
和
3
年
の
海
部
東
部
消
防
組
合
の
救

急
出
動
件
数
は
5
，4
3
0
件
で
、救
急
搬

送
さ
れ
た
方
は
5
，0
2
2
人
で
す
。年
間

を
通
じ
て
24
人
に
1
人
が
救
急
搬
送
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。救
急
搬
送
さ

れ
た
方
の
う
ち
、入
院
加
療
を
要
し
な
い

と
診
断
さ
れ
た「
軽
症
」の
方
は
、約
42
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、軽
症
者
の
中
に

は「
救
急
車
の
不
適
切
利
用
」に
該
当
す
る

ケ
ー
ス
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。そ

の
た
め
、救
急
車
の
重
複
要
請
に
よ
り
、到

着
時
間
が
遅
れ
、本
当
に
救
急
車
が
必
要

な
人
に
す
ぐ
に
出
動
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
救
急
車
が
よ
ば
れ

ま
し
た
〜
本
当
に
必
要
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
〜

・
救
急
車
は
無
料
だ
か
ら

・
通
院
、入
院
予
定
日
だ
っ
た
か
ら

・
ど
こ
の
病
院
へ
行
け
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
か
ら

・
救
急
車
で
行
く
と
は
や
く
診
て
も
ら
え

る
か
ら

※

診
察
し
て
も
ら
え
る
病
院
が
わ
か
ら
な

い
等
、迷
っ
た
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合　

☎
4
4
2・0
1
1
9

FAX
4
4
2・3
1
8
0

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

市
で
は
、市
内
42
区
あ
る
各
区
に
お
い

て
自
主
防
災
会
を
組
織
し
、活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。発
災
時
に
は
、職
員

が
避
難
所
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、自
主
防
災
会
を
中
心
に

避
難
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
に
お
い
て
も
備
蓄

は
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
に
加
え
て
自

主
防
災
会
単
位
で
も
日
頃
か
ら
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
や
発
電
機
な
ど
の
資
機
材
及
び
非
常

食
や
水
な
ど
の
備
蓄
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。避
難
所
運
営
が
長
期
化
す
る
場

合
に
は
、自
主
防
災
会
が
避
難
所
運
営
の

中
心
と
な
る
こ
と
で
、市
行
政
は
支
援
物

資
の
分
配
等
の
後
方
支
援
や
復
興
支
援
に

回
る
こ
と
が
で
き
、よ
り
早
く
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。日
頃
か
ら
地
域
の
自
主
防
災
活

動
に
興
味
を
持
ち
、公
助
の
み
な
ら
ず
、自

助・共
助
を
心
が
け
、い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
あ
ま

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
の
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/safety/bousai/10022
42.htm
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問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支
援

市
で
は
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支

援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象（
同
一
年
度
に
1
回
ま
で
）

①
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
属
す
る
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
の
属
す
る
世
帯

③
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親
の

み
の
世
帯

受
付
期
間

令
和
5
年
2
月
28
日
（火）
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、安
全
安

心
課（
本
庁
舎
）、も
し
く
は
七
宝・甚
目
寺

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
土・日
曜・祝
日
と
年
末
年
始

を
除
く
）た
だ
し
、定
数
に
達
し
た
場
合
は

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
等

①
家
具
転
倒
防
止
器
具（
金
具
）を
用
い
て

柱
、壁
等
に
固
定
す
る
。

②
家
具
固
定
は
、1
世
帯
に
つ
き
家
具
3

本
ま
で
と
す
る
。

③
対
象
は
木
製
家
具
、冷
蔵
庫
と
す
る
。ピ

ア
ノ
、仏
壇
等
は
不
可
。

④
取
付
作
業
は
委
託
業
者
が
行
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

市
で
は
、災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

開
設
、避
難
指
示
等
の
情
報
を
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス「
あ
ま
市
防
災
情
報

メ
ー
ル
」で
配
信
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、1
人
で
も
多
く
ご
登
録
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

bousai.am
a-city@

raiden.ktaiw
ork.jp

①
携
帯
電
話
等
の
新
規
メ
ー

ル
に
宛
先
を
入
力
し
空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

件
名・本
文
は
必
要
な
い
の
で
、宛
先
の

み
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
内
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※

空
メ
ー
ル
が
送
信
で
き
な
い
場
合
は
本

文
に
何
か
1
文
字
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

受
信
設
定
を
し
て
い
る
方
は
ド
メ
イ
ン

指
定
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
。

※

登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
、安
全
安
心

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
1
日
（木）
〜
12
月
10
日
（土）

12
月
6
日
（火）　
午
後
4
時
〜
6
時

県
内
一
斉
大
監
視

運
動
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
飲
酒

運
転
等
の
悪
質・危
険
な
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底

・
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
と
運
転
者
の
安

全
運
転
意
識
の
向
上

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
調
月
間
で
す
。

飲
酒
運
転
を
四（
し
）な
い
運
動

・
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

・
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
、自
動
車
で
仲

間
や
知
人
と
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場
合
、

お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
決
め
、そ
の
人
が

自
動
車
の
運
転
を
し
て
仲
間
な
ど
を
送
り

届
け
る
運
動
で
す
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

市政ニュース

募
　
集

■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
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あま市月別窃盗犯発生状況（暫定値）

手　口

計

侵入盗
（空き巣など）

令和4年
9月中
認知件数

前月比

乗物盗
（自動車盗など）

非侵入盗
（車上ねらいなど）

問合先　安全安心課
☎444・0862　FAX441・8330

防
　
犯

2件

8件

13件

23件

-5件

-5件

+5件

-5件

消
　
防

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
5
日
以
内

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

資
源
ご
み
収
集
と
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

毎
月
一
回
実
施
し
て
い
る
資
源
ご
み
の

円
滑
な
収
集
は
、各
地
区
推
進
員
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。推
進
員
の
方
々
に
必
要
以
上
の
ご

負
担
を
掛
け
な
い
よ
う
、分
別
と
出
し
方

の
ル
ー
ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

駆
除
の
相
談
は
？

害
虫
・
害
獣（
害
鳥
）の
駆
除
に
お
悩
み

の
当
事
者
に
と
っ
て
、最
適
な
方
法
で
ご

解
決
で
き
る
よ
う
、各
種
別
ご
と
に
応
じ

た
、次
の
ご
案
内
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
害
虫・害
獣（
害
鳥
）

公
益
社
団
法
人　
愛
知
県
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
会（
業
者
の
お
取
り
次
ぎ

の
み
。駆
除
の
依
頼
は
受
付
不
可
）

受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

☎
4
5
2・7
1
2
2

※

業
者
対
応
の
場
合
は
有
料
と
な
り
、駆

除
の
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま

す
。ご
依
頼
内
容
や
、業
者
に
よ
っ
て
は

お
引
き
受
け
条
件
が
変
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。直
接
依
頼
時
に
、詳
細
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

②
害
獣（
害
鳥
）の
み（
害
虫
は
受
付
不
可
）

環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

市
対
応
の
場
合
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、

駆
除
の
お
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ

り
、ご
相
談
内
容
に
よ
り
、市
と
し
て
は

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。相
談

時
に
、直
接
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

発
火
の
危
険
性
が
あ
る
ご
み
に
つ
い
て

ご
み
収
集
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）や
ご
み
処

理
工
場
の
火
災
事
故
は「
ス
プ
レ
ー
缶
、ガ

ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾
電
池（
充
電
式
電
池

含
む
）」の
不
燃
ご
み
へ
の
混
入
が
主
な
原

因
で
す
。火
災
事
故
発
生
時
は
、単
に
日
常

の
作
業
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
全
体
の
ご
み
収
集
に
、多
大
な
影
響
も

お
よ
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

ス
プ
レ
ー
缶
、ガ
ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾

電
池（
充
電
式
電
池
含
む
）は
、不
燃
ご
み

で
は
絶
対
に
出
さ
ず
、資
源
ご
み
回
収
時

の
安
全
な
分
別
と
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

日
頃
か
ら
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
次
の

場
所
で
適
切
に
分
別
し
て
出
す
こ
と
で
、

火
災
事
故
発
生
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

①
資
源
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
市
内

各
地
域
ご
と
）毎
月
1
回（
七
宝
地
区
：

第
2
水
曜
日
、美
和
地
区：第
3
水
曜
日
、

甚
目
寺
地
区：第
4
水
曜
日
）の
午
前
9

時
ま
で
。

②
あ
ま
市
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
甚
目
寺
庁
舎
駐
車
場
内
）毎
日
：
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。（
土・日
曜・

祝
日
含
む
。た
だ
し
、12
月
31
日
か
ら
翌

年
1
月
3
日
ま
で
は
除
く
）開
場
中
は
、

い
つ
で
も
受
入
れ
可
能
で
す
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処
分
方
法

営
利
、非
営
利
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
般
家
庭
以
外
の
全
事
業
者
に
よ
る
事
業

活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、家

庭
系
ご
み
収
集
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
産
業
廃
棄
物

関
係
法
令
規
定
の
20
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
販
売
店
舗
等
、取
扱
い
業
者
へ
処
分
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
県
の
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者

へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
事
業
系
一
般
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物
以
外
の
紙
く
ず
、繊
維
く

ず
、木
く
ず
、生
ご
み（
い
ず
れ
も
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
ご
み
）

●
市
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い

・
冊
子「
令
和
4
年
度
あ
ま
市
ご
み
の
分

別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル
」11
ペ
ー
ジ‐

収

集
で
き
な
い
ご
み‐

・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
事
業
系
の
ご

み
等
の
処
分
」

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/recycle/gom

i/10023
79.htm

l
※

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ご
み

は
、廃
棄
物
再
生
事
業
者
へ

処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

医
療
廃
棄
物
の
処
分
方
法

医
療
廃
棄
物
と
は
、医
療
関
係
機
関
等

が
事
業
活
動
や
在
宅
医
療
等
の
医
療
行
為

に
伴
っ
て
排
出
す
る
廃
棄
物（
ご
み
）を
指

し
ま
す
。

脱
脂
綿
、ガ
ー
ゼ
、包
帯
、ギ
ブ
ス
、紙
お

む
つ
、注
射
針
、注
射
筒
、輸
液
点
滴
セ
ッ

ト
、体
温
計
、試
験
管
等
の
検
査
器
具
、有

機
溶
剤
、血
液
、臓
器・組
織
等
の
う
ち
、人

へ
の
感
染
や
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
病
原

体
を
含
ん
だ
り
付
着
し
て
い
る
も
の
、も

し
く
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
は「
感
染

性
廃
棄
物
」と
い
い
、数
量
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、市
の
家
庭
系
ご
み
収
集
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。感
染
性
廃
棄
物
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
感
染
性
産
業
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
血
液
、

注
射
針
、レ
ン
ト
ゲ
ン
定
着
液
等
の
う

ち
感
染
性
廃
棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物

●
感
染
性
一
般
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
紙
く

ず
、包
帯
、脱
脂
綿
等
の
う
ち
感
染
性
廃

棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
11
日
（日）
〜
20
日
（火）

運
動
の
趣
旨

こ
の
運
動
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
防

犯
意
識
を
高
め
、県
民
総
ぐ
る
み
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
広
く
県
民
運
動
と

し
て
推
進
し
、犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

重
点

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
侵
入
盗
の
防
止

・
自
動
車
盗
の
防
止

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
に
か
け
て
防
火
点
検
を

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い

時
期
に
な
る
と
、暖
房
器

具
等
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
に
対
す
る
注
意
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

消
防
団
で
は
、12
月
28
日
（水）
か
ら
年
末

の
夜
間
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。ご
家

庭
で
も
火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、

お
休
み
前
に
は
も
う
一
度
火
の
元
を
確
か

め
、防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
ほ
か
に
職
業
や
学
業
を
持

ち
な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や

地
震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け

る
救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え

日
々
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火

啓
発
、年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域

の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等（
年
間
3
万
6
，0
0

0
円
〜
）が
支
給
さ
れ
、災
害
補
償
制
度
に

も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、一
定
期
間

以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合
は
、退
職
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支

障
が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

令
和
3
年
の
海
部
東
部
消
防
組
合
の
救

急
出
動
件
数
は
5
，4
3
0
件
で
、救
急
搬

送
さ
れ
た
方
は
5
，0
2
2
人
で
す
。年
間

を
通
じ
て
24
人
に
1
人
が
救
急
搬
送
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。救
急
搬
送
さ

れ
た
方
の
う
ち
、入
院
加
療
を
要
し
な
い

と
診
断
さ
れ
た「
軽
症
」の
方
は
、約
42
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、軽
症
者
の
中
に

は「
救
急
車
の
不
適
切
利
用
」に
該
当
す
る

ケ
ー
ス
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。そ

の
た
め
、救
急
車
の
重
複
要
請
に
よ
り
、到

着
時
間
が
遅
れ
、本
当
に
救
急
車
が
必
要

な
人
に
す
ぐ
に
出
動
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
救
急
車
が
よ
ば
れ

ま
し
た
〜
本
当
に
必
要
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
〜

・
救
急
車
は
無
料
だ
か
ら

・
通
院
、入
院
予
定
日
だ
っ
た
か
ら

・
ど
こ
の
病
院
へ
行
け
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
か
ら

・
救
急
車
で
行
く
と
は
や
く
診
て
も
ら
え

る
か
ら

※

診
察
し
て
も
ら
え
る
病
院
が
わ
か
ら
な

い
等
、迷
っ
た
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合　

☎
4
4
2・0
1
1
9

FAX
4
4
2・3
1
8
0

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

市
で
は
、市
内
42
区
あ
る
各
区
に
お
い

て
自
主
防
災
会
を
組
織
し
、活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。発
災
時
に
は
、職
員

が
避
難
所
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、自
主
防
災
会
を
中
心
に

避
難
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
に
お
い
て
も
備
蓄

は
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
に
加
え
て
自

主
防
災
会
単
位
で
も
日
頃
か
ら
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
や
発
電
機
な
ど
の
資
機
材
及
び
非
常

食
や
水
な
ど
の
備
蓄
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。避
難
所
運
営
が
長
期
化
す
る
場

合
に
は
、自
主
防
災
会
が
避
難
所
運
営
の

中
心
と
な
る
こ
と
で
、市
行
政
は
支
援
物

資
の
分
配
等
の
後
方
支
援
や
復
興
支
援
に

回
る
こ
と
が
で
き
、よ
り
早
く
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。日
頃
か
ら
地
域
の
自
主
防
災
活

動
に
興
味
を
持
ち
、公
助
の
み
な
ら
ず
、自

助・共
助
を
心
が
け
、い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
あ
ま

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
の
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/safety/bousai/10022
42.htm

l

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支
援

市
で
は
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支

援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象（
同
一
年
度
に
1
回
ま
で
）

①
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
属
す
る
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
の
属
す
る
世
帯

③
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親
の

み
の
世
帯

受
付
期
間

令
和
5
年
2
月
28
日
（火）
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、安
全
安

心
課（
本
庁
舎
）、も
し
く
は
七
宝・甚
目
寺

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
土・日
曜・祝
日
と
年
末
年
始

を
除
く
）た
だ
し
、定
数
に
達
し
た
場
合
は

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
等

①
家
具
転
倒
防
止
器
具（
金
具
）を
用
い
て

柱
、壁
等
に
固
定
す
る
。

②
家
具
固
定
は
、1
世
帯
に
つ
き
家
具
3

本
ま
で
と
す
る
。

③
対
象
は
木
製
家
具
、冷
蔵
庫
と
す
る
。ピ

ア
ノ
、仏
壇
等
は
不
可
。

④
取
付
作
業
は
委
託
業
者
が
行
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

市
で
は
、災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

開
設
、避
難
指
示
等
の
情
報
を
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス「
あ
ま
市
防
災
情
報

メ
ー
ル
」で
配
信
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、1
人
で
も
多
く
ご
登
録
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

bousai.am
a-city@

raiden.ktaiw
ork.jp

①
携
帯
電
話
等
の
新
規
メ
ー

ル
に
宛
先
を
入
力
し
空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

件
名・本
文
は
必
要
な
い
の
で
、宛
先
の

み
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
内
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※

空
メ
ー
ル
が
送
信
で
き
な
い
場
合
は
本

文
に
何
か
1
文
字
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

受
信
設
定
を
し
て
い
る
方
は
ド
メ
イ
ン

指
定
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
。

※

登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
、安
全
安
心

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
1
日
（木）
〜
12
月
10
日
（土）

12
月
6
日
（火）　
午
後
4
時
〜
6
時

県
内
一
斉
大
監
視

運
動
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
飲
酒

運
転
等
の
悪
質・危
険
な
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底

・
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
と
運
転
者
の
安

全
運
転
意
識
の
向
上

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
調
月
間
で
す
。

飲
酒
運
転
を
四（
し
）な
い
運
動

・
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

・
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
、自
動
車
で
仲

間
や
知
人
と
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場
合
、

お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
決
め
、そ
の
人
が

自
動
車
の
運
転
を
し
て
仲
間
な
ど
を
送
り

届
け
る
運
動
で
す
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

市政ニュース
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防
　
災

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
5
日
以
内

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

資
源
ご
み
収
集
と
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

毎
月
一
回
実
施
し
て
い
る
資
源
ご
み
の

円
滑
な
収
集
は
、各
地
区
推
進
員
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。推
進
員
の
方
々
に
必
要
以
上
の
ご

負
担
を
掛
け
な
い
よ
う
、分
別
と
出
し
方

の
ル
ー
ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

駆
除
の
相
談
は
？

害
虫
・
害
獣（
害
鳥
）の
駆
除
に
お
悩
み

の
当
事
者
に
と
っ
て
、最
適
な
方
法
で
ご

解
決
で
き
る
よ
う
、各
種
別
ご
と
に
応
じ

た
、次
の
ご
案
内
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
害
虫・害
獣（
害
鳥
）

公
益
社
団
法
人　
愛
知
県
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
会（
業
者
の
お
取
り
次
ぎ

の
み
。駆
除
の
依
頼
は
受
付
不
可
）

受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

☎
4
5
2・7
1
2
2

※

業
者
対
応
の
場
合
は
有
料
と
な
り
、駆

除
の
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま

す
。ご
依
頼
内
容
や
、業
者
に
よ
っ
て
は

お
引
き
受
け
条
件
が
変
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。直
接
依
頼
時
に
、詳
細
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

②
害
獣（
害
鳥
）の
み（
害
虫
は
受
付
不
可
）

環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

市
対
応
の
場
合
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、

駆
除
の
お
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ

り
、ご
相
談
内
容
に
よ
り
、市
と
し
て
は

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。相
談

時
に
、直
接
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

発
火
の
危
険
性
が
あ
る
ご
み
に
つ
い
て

ご
み
収
集
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）や
ご
み
処

理
工
場
の
火
災
事
故
は「
ス
プ
レ
ー
缶
、ガ

ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾
電
池（
充
電
式
電
池

含
む
）」の
不
燃
ご
み
へ
の
混
入
が
主
な
原

因
で
す
。火
災
事
故
発
生
時
は
、単
に
日
常

の
作
業
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
全
体
の
ご
み
収
集
に
、多
大
な
影
響
も

お
よ
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

ス
プ
レ
ー
缶
、ガ
ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾

電
池（
充
電
式
電
池
含
む
）は
、不
燃
ご
み

で
は
絶
対
に
出
さ
ず
、資
源
ご
み
回
収
時

の
安
全
な
分
別
と
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

日
頃
か
ら
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
次
の

場
所
で
適
切
に
分
別
し
て
出
す
こ
と
で
、

火
災
事
故
発
生
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

①
資
源
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
市
内

各
地
域
ご
と
）毎
月
1
回（
七
宝
地
区
：

第
2
水
曜
日
、美
和
地
区：第
3
水
曜
日
、

甚
目
寺
地
区：第
4
水
曜
日
）の
午
前
9

時
ま
で
。

②
あ
ま
市
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
甚
目
寺
庁
舎
駐
車
場
内
）毎
日
：
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。（
土・日
曜・

祝
日
含
む
。た
だ
し
、12
月
31
日
か
ら
翌

年
1
月
3
日
ま
で
は
除
く
）開
場
中
は
、

い
つ
で
も
受
入
れ
可
能
で
す
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処
分
方
法

営
利
、非
営
利
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
般
家
庭
以
外
の
全
事
業
者
に
よ
る
事
業

活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、家

庭
系
ご
み
収
集
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
産
業
廃
棄
物

関
係
法
令
規
定
の
20
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
販
売
店
舗
等
、取
扱
い
業
者
へ
処
分
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
県
の
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者

へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
事
業
系
一
般
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物
以
外
の
紙
く
ず
、繊
維
く

ず
、木
く
ず
、生
ご
み（
い
ず
れ
も
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
ご
み
）

●
市
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い

・
冊
子「
令
和
4
年
度
あ
ま
市
ご
み
の
分

別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル
」11
ペ
ー
ジ‐

収

集
で
き
な
い
ご
み‐

・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
事
業
系
の
ご

み
等
の
処
分
」

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/recycle/gom

i/10023
79.htm

l
※

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ご
み

は
、廃
棄
物
再
生
事
業
者
へ

処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

医
療
廃
棄
物
の
処
分
方
法

医
療
廃
棄
物
と
は
、医
療
関
係
機
関
等

が
事
業
活
動
や
在
宅
医
療
等
の
医
療
行
為

に
伴
っ
て
排
出
す
る
廃
棄
物（
ご
み
）を
指

し
ま
す
。

脱
脂
綿
、ガ
ー
ゼ
、包
帯
、ギ
ブ
ス
、紙
お

む
つ
、注
射
針
、注
射
筒
、輸
液
点
滴
セ
ッ

ト
、体
温
計
、試
験
管
等
の
検
査
器
具
、有

機
溶
剤
、血
液
、臓
器・組
織
等
の
う
ち
、人

へ
の
感
染
や
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
病
原

体
を
含
ん
だ
り
付
着
し
て
い
る
も
の
、も

し
く
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
は「
感
染

性
廃
棄
物
」と
い
い
、数
量
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、市
の
家
庭
系
ご
み
収
集
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。感
染
性
廃
棄
物
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
感
染
性
産
業
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
血
液
、

注
射
針
、レ
ン
ト
ゲ
ン
定
着
液
等
の
う

ち
感
染
性
廃
棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物

●
感
染
性
一
般
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
紙
く

ず
、包
帯
、脱
脂
綿
等
の
う
ち
感
染
性
廃

棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
11
日
（日）
〜
20
日
（火）

運
動
の
趣
旨

こ
の
運
動
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
防

犯
意
識
を
高
め
、県
民
総
ぐ
る
み
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
広
く
県
民
運
動
と

し
て
推
進
し
、犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

重
点

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
侵
入
盗
の
防
止

・
自
動
車
盗
の
防
止

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
に
か
け
て
防
火
点
検
を

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い

時
期
に
な
る
と
、暖
房
器

具
等
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
に
対
す
る
注
意
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

消
防
団
で
は
、12
月
28
日
（水）
か
ら
年
末

の
夜
間
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。ご
家

庭
で
も
火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、

お
休
み
前
に
は
も
う
一
度
火
の
元
を
確
か

め
、防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
ほ
か
に
職
業
や
学
業
を
持

ち
な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や

地
震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け

る
救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え

日
々
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火

啓
発
、年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域

の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等（
年
間
3
万
6
，0
0

0
円
〜
）が
支
給
さ
れ
、災
害
補
償
制
度
に

も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、一
定
期
間

以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合
は
、退
職
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支

障
が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

令
和
3
年
の
海
部
東
部
消
防
組
合
の
救

急
出
動
件
数
は
5
，4
3
0
件
で
、救
急
搬

送
さ
れ
た
方
は
5
，0
2
2
人
で
す
。年
間

を
通
じ
て
24
人
に
1
人
が
救
急
搬
送
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。救
急
搬
送
さ

れ
た
方
の
う
ち
、入
院
加
療
を
要
し
な
い

と
診
断
さ
れ
た「
軽
症
」の
方
は
、約
42
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、軽
症
者
の
中
に

は「
救
急
車
の
不
適
切
利
用
」に
該
当
す
る

ケ
ー
ス
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。そ

の
た
め
、救
急
車
の
重
複
要
請
に
よ
り
、到

着
時
間
が
遅
れ
、本
当
に
救
急
車
が
必
要

な
人
に
す
ぐ
に
出
動
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
救
急
車
が
よ
ば
れ

ま
し
た
〜
本
当
に
必
要
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
〜

・
救
急
車
は
無
料
だ
か
ら

・
通
院
、入
院
予
定
日
だ
っ
た
か
ら

・
ど
こ
の
病
院
へ
行
け
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
か
ら

・
救
急
車
で
行
く
と
は
や
く
診
て
も
ら
え

る
か
ら

※

診
察
し
て
も
ら
え
る
病
院
が
わ
か
ら
な

い
等
、迷
っ
た
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合　

☎
4
4
2・0
1
1
9

FAX
4
4
2・3
1
8
0

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

市
で
は
、市
内
42
区
あ
る
各
区
に
お
い

て
自
主
防
災
会
を
組
織
し
、活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。発
災
時
に
は
、職
員

が
避
難
所
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、自
主
防
災
会
を
中
心
に

避
難
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
に
お
い
て
も
備
蓄

は
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
に
加
え
て
自

主
防
災
会
単
位
で
も
日
頃
か
ら
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
や
発
電
機
な
ど
の
資
機
材
及
び
非
常

食
や
水
な
ど
の
備
蓄
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。避
難
所
運
営
が
長
期
化
す
る
場

合
に
は
、自
主
防
災
会
が
避
難
所
運
営
の

中
心
と
な
る
こ
と
で
、市
行
政
は
支
援
物

資
の
分
配
等
の
後
方
支
援
や
復
興
支
援
に

回
る
こ
と
が
で
き
、よ
り
早
く
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。日
頃
か
ら
地
域
の
自
主
防
災
活

動
に
興
味
を
持
ち
、公
助
の
み
な
ら
ず
、自

助・共
助
を
心
が
け
、い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
あ
ま

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
の
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/safety/bousai/10022
42.htm
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問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支
援

市
で
は
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支

援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象（
同
一
年
度
に
1
回
ま
で
）

①
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
属
す
る
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
の
属
す
る
世
帯

③
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親
の

み
の
世
帯

受
付
期
間

令
和
5
年
2
月
28
日
（火）
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、安
全
安

心
課（
本
庁
舎
）、も
し
く
は
七
宝・甚
目
寺

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
土・日
曜・祝
日
と
年
末
年
始

を
除
く
）た
だ
し
、定
数
に
達
し
た
場
合
は

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
等

①
家
具
転
倒
防
止
器
具（
金
具
）を
用
い
て

柱
、壁
等
に
固
定
す
る
。

②
家
具
固
定
は
、1
世
帯
に
つ
き
家
具
3

本
ま
で
と
す
る
。

③
対
象
は
木
製
家
具
、冷
蔵
庫
と
す
る
。ピ

ア
ノ
、仏
壇
等
は
不
可
。

④
取
付
作
業
は
委
託
業
者
が
行
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

市
で
は
、災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

開
設
、避
難
指
示
等
の
情
報
を
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス「
あ
ま
市
防
災
情
報

メ
ー
ル
」で
配
信
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、1
人
で
も
多
く
ご
登
録
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

bousai.am
a-city@

raiden.ktaiw
ork.jp

①
携
帯
電
話
等
の
新
規
メ
ー

ル
に
宛
先
を
入
力
し
空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

件
名・本
文
は
必
要
な
い
の
で
、宛
先
の

み
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
内
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※

空
メ
ー
ル
が
送
信
で
き
な
い
場
合
は
本

文
に
何
か
1
文
字
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

受
信
設
定
を
し
て
い
る
方
は
ド
メ
イ
ン

指
定
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
。

※

登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
、安
全
安
心

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
1
日
（木）
〜
12
月
10
日
（土）

12
月
6
日
（火）　
午
後
4
時
〜
6
時

県
内
一
斉
大
監
視

運
動
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
飲
酒

運
転
等
の
悪
質・危
険
な
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底

・
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
と
運
転
者
の
安

全
運
転
意
識
の
向
上

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
調
月
間
で
す
。

飲
酒
運
転
を
四（
し
）な
い
運
動

・
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

・
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
、自
動
車
で
仲

間
や
知
人
と
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場
合
、

お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
決
め
、そ
の
人
が

自
動
車
の
運
転
を
し
て
仲
間
な
ど
を
送
り

届
け
る
運
動
で
す
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

市政ニュース

Web

14令和4年12月号



交通事故の起こりやすい場所～守って　　・知って　　～Vol .77交通事故の起こりやすい場所～守って　　・知って　　～Vol .77安全 安心
名
称　
辻
畑
交
差
点
付
近

場
所　
新
居
屋
郷

朝
、自
転
車
で
の
出
勤
時
。広
い
歩
道

を
通
っ
て
い
た
ら
、駐
車
場
か
ら
軽
ト

ラ
ッ
ク
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
飛
び
出
し
て

き
た
。左
右
確
認
も
な
く
歩
道
を
横
切

っ
て
、本
線
へ
。次
の
瞬
間
、急
停
止
し

た
。自
転
車
と
軽
ト
ラ
の
距
離
は
1
メ

ー
ト
ル
。も
う
少
し
で
交
通
事
故
に
な

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。近
く
に
病
院
も
で

き
、交
通
量
が
多
く
な
っ
た
の
で
、駐
車

場
な
ど
か
ら
出
て
く
る
自
動
車
に
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、車
は

歩
道
を
横
切
る
手
前
で
一
旦
停
止
を
必

ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト・あ
！
マ
ッ
プ
か
ら
抜
粋
）

辻畑交差点付近

（
危
険
と
感
じ
る
場
所
や
体
験
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

令和4年中交通事故死亡者数

令和4年9月末現在
問合先　安全安心課
☎444・0862　FAX441・8330

地　　域

愛知県

津島警察署管内

あま市

死者数

94人

1人

0人

交
通
安
全

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
5
日
以
内

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

資
源
ご
み
収
集
と
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

毎
月
一
回
実
施
し
て
い
る
資
源
ご
み
の

円
滑
な
収
集
は
、各
地
区
推
進
員
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。推
進
員
の
方
々
に
必
要
以
上
の
ご

負
担
を
掛
け
な
い
よ
う
、分
別
と
出
し
方

の
ル
ー
ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

駆
除
の
相
談
は
？

害
虫
・
害
獣（
害
鳥
）の
駆
除
に
お
悩
み

の
当
事
者
に
と
っ
て
、最
適
な
方
法
で
ご

解
決
で
き
る
よ
う
、各
種
別
ご
と
に
応
じ

た
、次
の
ご
案
内
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
害
虫・害
獣（
害
鳥
）

公
益
社
団
法
人　
愛
知
県
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
会（
業
者
の
お
取
り
次
ぎ

の
み
。駆
除
の
依
頼
は
受
付
不
可
）

受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

☎
4
5
2・7
1
2
2

※

業
者
対
応
の
場
合
は
有
料
と
な
り
、駆

除
の
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま

す
。ご
依
頼
内
容
や
、業
者
に
よ
っ
て
は

お
引
き
受
け
条
件
が
変
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。直
接
依
頼
時
に
、詳
細
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

②
害
獣（
害
鳥
）の
み（
害
虫
は
受
付
不
可
）

環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

市
対
応
の
場
合
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、

駆
除
の
お
引
き
受
け
に
は
諸
条
件
が
あ

り
、ご
相
談
内
容
に
よ
り
、市
と
し
て
は

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。相
談

時
に
、直
接
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

発
火
の
危
険
性
が
あ
る
ご
み
に
つ
い
て

ご
み
収
集
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）や
ご
み
処

理
工
場
の
火
災
事
故
は「
ス
プ
レ
ー
缶
、ガ

ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾
電
池（
充
電
式
電
池

含
む
）」の
不
燃
ご
み
へ
の
混
入
が
主
な
原

因
で
す
。火
災
事
故
発
生
時
は
、単
に
日
常

の
作
業
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
全
体
の
ご
み
収
集
に
、多
大
な
影
響
も

お
よ
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

ス
プ
レ
ー
缶
、ガ
ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾

電
池（
充
電
式
電
池
含
む
）は
、不
燃
ご
み

で
は
絶
対
に
出
さ
ず
、資
源
ご
み
回
収
時

の
安
全
な
分
別
と
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

日
頃
か
ら
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
次
の

場
所
で
適
切
に
分
別
し
て
出
す
こ
と
で
、

火
災
事
故
発
生
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

①
資
源
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
市
内

各
地
域
ご
と
）毎
月
1
回（
七
宝
地
区
：

第
2
水
曜
日
、美
和
地
区：第
3
水
曜
日
、

甚
目
寺
地
区：第
4
水
曜
日
）の
午
前
9

時
ま
で
。

②
あ
ま
市
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
甚
目
寺
庁
舎
駐
車
場
内
）毎
日
：
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。（
土・日
曜・

祝
日
含
む
。た
だ
し
、12
月
31
日
か
ら
翌

年
1
月
3
日
ま
で
は
除
く
）開
場
中
は
、

い
つ
で
も
受
入
れ
可
能
で
す
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処
分
方
法

営
利
、非
営
利
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
般
家
庭
以
外
の
全
事
業
者
に
よ
る
事
業

活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、家

庭
系
ご
み
収
集
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
産
業
廃
棄
物

関
係
法
令
規
定
の
20
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
販
売
店
舗
等
、取
扱
い
業
者
へ
処
分
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
県
の
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者

へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
事
業
系
一
般
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物
以
外
の
紙
く
ず
、繊
維
く

ず
、木
く
ず
、生
ご
み（
い
ず
れ
も
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
ご
み
）

●
市
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
へ
処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い

・
冊
子「
令
和
4
年
度
あ
ま
市
ご
み
の
分

別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル
」11
ペ
ー
ジ‐

収

集
で
き
な
い
ご
み‐

・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
事
業
系
の
ご

み
等
の
処
分
」

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/recycle/gom

i/10023
79.htm

l
※

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ご
み

は
、廃
棄
物
再
生
事
業
者
へ

処
分
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

医
療
廃
棄
物
の
処
分
方
法

医
療
廃
棄
物
と
は
、医
療
関
係
機
関
等

が
事
業
活
動
や
在
宅
医
療
等
の
医
療
行
為

に
伴
っ
て
排
出
す
る
廃
棄
物（
ご
み
）を
指

し
ま
す
。

脱
脂
綿
、ガ
ー
ゼ
、包
帯
、ギ
ブ
ス
、紙
お

む
つ
、注
射
針
、注
射
筒
、輸
液
点
滴
セ
ッ

ト
、体
温
計
、試
験
管
等
の
検
査
器
具
、有

機
溶
剤
、血
液
、臓
器・組
織
等
の
う
ち
、人

へ
の
感
染
や
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
病
原

体
を
含
ん
だ
り
付
着
し
て
い
る
も
の
、も

し
く
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
は「
感
染

性
廃
棄
物
」と
い
い
、数
量
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、市
の
家
庭
系
ご
み
収
集
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。感
染
性
廃
棄
物
に
は
、次
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
感
染
性
産
業
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
血
液
、

注
射
針
、レ
ン
ト
ゲ
ン
定
着
液
等
の
う

ち
感
染
性
廃
棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物

●
感
染
性
一
般
廃
棄
物

医
療
行
為
等
で
廃
棄
物
と
な
っ
た
紙
く

ず
、包
帯
、脱
脂
綿
等
の
う
ち
感
染
性
廃

棄
物
で
あ
る
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
11
日
（日）
〜
20
日
（火）

運
動
の
趣
旨

こ
の
運
動
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
防

犯
意
識
を
高
め
、県
民
総
ぐ
る
み
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
広
く
県
民
運
動
と

し
て
推
進
し
、犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

重
点

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
侵
入
盗
の
防
止

・
自
動
車
盗
の
防
止

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
に
か
け
て
防
火
点
検
を

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い

時
期
に
な
る
と
、暖
房
器

具
等
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
に
対
す
る
注
意
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

消
防
団
で
は
、12
月
28
日
（水）
か
ら
年
末

の
夜
間
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。ご
家

庭
で
も
火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、

お
休
み
前
に
は
も
う
一
度
火
の
元
を
確
か

め
、防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
ほ
か
に
職
業
や
学
業
を
持

ち
な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や

地
震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け

る
救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え

日
々
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火

啓
発
、年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域

の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等（
年
間
3
万
6
，0
0

0
円
〜
）が
支
給
さ
れ
、災
害
補
償
制
度
に

も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、一
定
期
間

以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合
は
、退
職
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支

障
が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

令
和
3
年
の
海
部
東
部
消
防
組
合
の
救

急
出
動
件
数
は
5
，4
3
0
件
で
、救
急
搬

送
さ
れ
た
方
は
5
，0
2
2
人
で
す
。年
間

を
通
じ
て
24
人
に
1
人
が
救
急
搬
送
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。救
急
搬
送
さ

れ
た
方
の
う
ち
、入
院
加
療
を
要
し
な
い

と
診
断
さ
れ
た「
軽
症
」の
方
は
、約
42
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、軽
症
者
の
中
に

は「
救
急
車
の
不
適
切
利
用
」に
該
当
す
る

ケ
ー
ス
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。そ

の
た
め
、救
急
車
の
重
複
要
請
に
よ
り
、到

着
時
間
が
遅
れ
、本
当
に
救
急
車
が
必
要

な
人
に
す
ぐ
に
出
動
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
救
急
車
が
よ
ば
れ

ま
し
た
〜
本
当
に
必
要
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
〜

・
救
急
車
は
無
料
だ
か
ら

・
通
院
、入
院
予
定
日
だ
っ
た
か
ら

・
ど
こ
の
病
院
へ
行
け
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
か
ら

・
救
急
車
で
行
く
と
は
や
く
診
て
も
ら
え

る
か
ら

※

診
察
し
て
も
ら
え
る
病
院
が
わ
か
ら
な

い
等
、迷
っ
た
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合　

☎
4
4
2・0
1
1
9

FAX
4
4
2・3
1
8
0

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

市
で
は
、市
内
42
区
あ
る
各
区
に
お
い

て
自
主
防
災
会
を
組
織
し
、活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。発
災
時
に
は
、職
員

が
避
難
所
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、自
主
防
災
会
を
中
心
に

避
難
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
に
お
い
て
も
備
蓄

は
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
に
加
え
て
自

主
防
災
会
単
位
で
も
日
頃
か
ら
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
や
発
電
機
な
ど
の
資
機
材
及
び
非
常

食
や
水
な
ど
の
備
蓄
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。避
難
所
運
営
が
長
期
化
す
る
場

合
に
は
、自
主
防
災
会
が
避
難
所
運
営
の

中
心
と
な
る
こ
と
で
、市
行
政
は
支
援
物

資
の
分
配
等
の
後
方
支
援
や
復
興
支
援
に

回
る
こ
と
が
で
き
、よ
り
早
く
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。日
頃
か
ら
地
域
の
自
主
防
災
活

動
に
興
味
を
持
ち
、公
助
の
み
な
ら
ず
、自

助・共
助
を
心
が
け
、い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
あ
ま

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
の
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/safety/bousai/10022
42.htm

l

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支
援

市
で
は
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支

援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象（
同
一
年
度
に
1
回
ま
で
）

①
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
属
す
る
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
の
属
す
る
世
帯

③
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親
の

み
の
世
帯

受
付
期
間

令
和
5
年
2
月
28
日
（火）
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、安
全
安

心
課（
本
庁
舎
）、も
し
く
は
七
宝・甚
目
寺

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
土・日
曜・祝
日
と
年
末
年
始

を
除
く
）た
だ
し
、定
数
に
達
し
た
場
合
は

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
等

①
家
具
転
倒
防
止
器
具（
金
具
）を
用
い
て

柱
、壁
等
に
固
定
す
る
。

②
家
具
固
定
は
、1
世
帯
に
つ
き
家
具
3

本
ま
で
と
す
る
。

③
対
象
は
木
製
家
具
、冷
蔵
庫
と
す
る
。ピ

ア
ノ
、仏
壇
等
は
不
可
。

④
取
付
作
業
は
委
託
業
者
が
行
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

市
で
は
、災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

開
設
、避
難
指
示
等
の
情
報
を
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス「
あ
ま
市
防
災
情
報

メ
ー
ル
」で
配
信
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、1
人
で
も
多
く
ご
登
録
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

bousai.am
a-city@

raiden.ktaiw
ork.jp

①
携
帯
電
話
等
の
新
規
メ
ー

ル
に
宛
先
を
入
力
し
空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

件
名・本
文
は
必
要
な
い
の
で
、宛
先
の

み
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
内
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※

空
メ
ー
ル
が
送
信
で
き
な
い
場
合
は
本

文
に
何
か
1
文
字
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

受
信
設
定
を
し
て
い
る
方
は
ド
メ
イ
ン

指
定
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
。

※

登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
、安
全
安
心

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
1
日
（木）
〜
12
月
10
日
（土）

12
月
6
日
（火）　
午
後
4
時
〜
6
時

県
内
一
斉
大
監
視

運
動
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
飲
酒

運
転
等
の
悪
質・危
険
な
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底

・
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
と
運
転
者
の
安

全
運
転
意
識
の
向
上

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
調
月
間
で
す
。

飲
酒
運
転
を
四（
し
）な
い
運
動

・
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

・
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
、自
動
車
で
仲

間
や
知
人
と
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場
合
、

お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
決
め
、そ
の
人
が

自
動
車
の
運
転
を
し
て
仲
間
な
ど
を
送
り

届
け
る
運
動
で
す
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

市政ニュース
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お知らせ

…日時
…対象
…内容
…費用
…主催
…主管
…その他
…問合先

…場所
…定員
…講師
…持ち物
…共催
…後援
…申込
…ウェブサイト

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催
　
し

子
ど
も
・
若
者
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知

ら
せ子

ど
も・若
者
相
談
窓
口
で
は
、ひ
き
こ

も
り・ニ
ー
ト
等
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
お

持
ち
の
子
ど
も
・
若
者
ま
た
は
そ
の
ご
家

族
に
対
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。一

人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を
考

え
、継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
と
も

に
、ご
本
人
や
ご
家
族
の
意
思
を
尊
重
し

な
が
ら
、他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
解

決
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。相
談
は
無
料
、相
談
内
容
は
秘
密
を
厳

守
し
ま
す
。

時　
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日（
祝
日・年
末

年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
正
午
、午
後
1
時
〜
4
時

※

予
約
申
込
時
に
日
時
を
決
め
ま
す
。

所　
甚
目
寺
公
民
館　
相
談
室

対　

あ
ま
市
・
大
治
町
に
居
住
す
る
お
お

む
ね
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
子
ど
も
・

若
者
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

予
約
申
込　

毎
週
火
曜
日
か
ら
日
曜
日

（
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※

事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

申 

・問　
甚
目
寺
公
民
館

☎
4
4
4・1
6
2
1

FAX
4
4
3・9
7
7
8

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組

む
県
民
運
動（
冬
期
）

青
少
年
が
解
放
感
等
か
ら
有
害
環
境
に

接
す
る
機
会
が
多
く
な
る
冬
休
み
期
間
中

に
、家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
力
を
合
わ

せ
て
、青
少
年
の
非
行
や
犯
罪
被
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、県
民
運
動
を
展
開

し
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
非
行
の
芽　

は
や
め
に
つ
も
う　

み

な
我
が
子
」

時　
12
月
20
日
（火）
〜
令
和
5
年
1
月
10
日  

（火）
内　

広
報
啓
発
活
動
、非
行
・
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

問　
生
涯
学
習
課（
七
宝
公
民
館
）

☎
4
4
4・2
5
1
1

FAX
4
4
4・2
5
1
2

県
営
名
古
屋
空
港
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
長
期
休
暇
時
は
空
港
駐
車

場
が
満
車
に
な
り
、駐
車
で
き
な
い
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。空
港
を
ご
利
用
の
際
は
公

共
交
通
機
関
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　
名
古
屋
空
港
総
合
案
内
所

☎
0
5
6
8・2
8・5
6
3
3

自
衛
官
等
募
集
案
内

次
の
と
お
り
自
衛
官
募
集
が
行
わ
れ
ま

す
。ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
項
目

①
自
衛
官
候
補
生

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一

般
）

資
格

①
自
衛
官
候
補
生

採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
、18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
者

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一

般
）

中
卒（
見
込
含
）、平
成
18
年
4
月
2
日

〜
平
成
20
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
男
子

申①
自
衛
官
候
補
生

年
間
を
通
じ
て
受
付

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一

般
）

10
月
1
日
（土）
〜
令
和
5
年
1
月
6
日
（金）

問　
自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部　
一
宮

地
域
事
務
所（
一
宮
市
大
江
二-

一-

18

ワ
キ
タ
ビ
ル
2
階
）

☎
0
5
8
6・7
3・7
5
2
2

憩
の
家
事
業

森
憩
の
家

●
ま
ち
が
い
探
し

時　
12
月
10
日
（土）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

●
モ
リ
森
た
い
そ
う

時　
12
月
16
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定　
30
人（
要
予
約・先
着
順
）

申　
12
月
2
日
（金）
午
前
9
時
30
分
よ
り
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
お
正
月
の
飾
り
作
り

時　
12
月
22
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

定　
10
人（
要
予
約
）

申　
12
月
5
日
（月）
午
前
10
時
よ
り
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

問　
森
憩
の
家　

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

本
郷
憩
の
家

●
ぬ
り
え

時　
12
月
7
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
簡
単
イ
ラ
ス
ト

時　
12
月
19
日
（月）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

定　
12
人（
先
着
順
）

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り　

時　
12
月
21
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

問　
本
郷
憩
の
家

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

新
居
屋
憩
の
家

●
干
支
作
り

時　
12
月
15
日
（木）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
12
人（
先
着
順
）

申　
12
月
5
日
（月）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
季
節
の
折
り
紙（
絵
馬
）

時　
12
月
21
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
12
人（
先
着
順
）

申　
12
月
5
日
（月）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
ラ
ジ
オ
体
操

時　
月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
30
分
〜
10
時

※

都
合
に
よ
り
当
日
お
休
み
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問　
新
居
屋
憩
の
家

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

あ
ま
市
内
中
学
校
美
術
部
合
同
展

市
内
中
学
校
美
術
部
員
が
制
作
し
た
絵

画
な
ど
の
美
術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

若
々
し
い
感
性
に
満
ち
た
、個
性
あ
ふ
れ

る
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

時　
12
月
15
日
（木）
〜
令
和
5
年
1
月
13
日
（金）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
45
分

所　
美
和
文
化
会
館
ロ
ビ
ー

対　
ど
な
た
で
も

￥　
無
料

出
展
校　
七
宝
中
学
校
、美
和
中
学
校
、甚

目
寺
南
中
学
校

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

紙
粘
土
ア
ー
ト
絵
画
と
人
形
展

紙
粘
土
で
作
っ
た
絵
画
は
合
板
に
粘
土

を
貼
り
付
け
立
体
的
に
表
現
し
ま
し
た
。

紙
粘
土
の
人
形
は
ワ
イ
ヤ
ー
を
芯
材
に
し

て
、顔
は
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
、一

つ
ひ
と
つ
粘
土
を
ひ
ね
り
作
っ
た
も
の
で
す
。

時　
11
月
10
日
（木）
〜
12
月
10
日
（土）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
45
分

所　
美
和
文
化
会
館
ロ
ビ
ー

対　
ど
な
た
で
も

￥　
無
料

出
展
者　
中
ノ
瀬 

君
子 

氏

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

大
正
琴
琴
吉
会
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

時　
12
月
17
日
（土）　

開
場　
午
後
0
時
30
分

開
演　
午
後
1
時　

所　
七
宝
公
民
館　
講
堂

￥　
無
料

催　
琴
吉
会

援　

あ
ま
市
教
育
委
員
会
、あ
ま
市
文
化

協
会

他　

ゲ
ス
ト
は
、七
宝
小
学
校
大
正
琴
ク

ラ
ブ
で
す
。

問　
琴
吉
会　
吉
兼

☎
0
9
0・4
1
1
8・3
0
8
0

16令和4年12月号



LINEの登録はこちら↑

お知らせ

子
ど
も
・
若
者
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知

ら
せ子

ど
も・若
者
相
談
窓
口
で
は
、ひ
き
こ

も
り・ニ
ー
ト
等
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
お

持
ち
の
子
ど
も
・
若
者
ま
た
は
そ
の
ご
家

族
に
対
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。一

人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を
考

え
、継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
と
も

に
、ご
本
人
や
ご
家
族
の
意
思
を
尊
重
し

な
が
ら
、他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
解

決
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。相
談
は
無
料
、相
談
内
容
は
秘
密
を
厳

守
し
ま
す
。

時　
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日（
祝
日・年
末

年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
正
午
、午
後
1
時
〜
4
時

※

予
約
申
込
時
に
日
時
を
決
め
ま
す
。

所　
甚
目
寺
公
民
館　
相
談
室

対　

あ
ま
市
・
大
治
町
に
居
住
す
る
お
お

む
ね
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
子
ど
も
・

若
者
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

予
約
申
込　

毎
週
火
曜
日
か
ら
日
曜
日

（
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※

事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

申 

・問　
甚
目
寺
公
民
館

☎
4
4
4・1
6
2
1

FAX
4
4
3・9
7
7
8

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組

む
県
民
運
動（
冬
期
）

青
少
年
が
解
放
感
等
か
ら
有
害
環
境
に

接
す
る
機
会
が
多
く
な
る
冬
休
み
期
間
中

に
、家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
力
を
合
わ

せ
て
、青
少
年
の
非
行
や
犯
罪
被
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、県
民
運
動
を
展
開

し
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
非
行
の
芽　

は
や
め
に
つ
も
う　

み

な
我
が
子
」

時　
12
月
20
日
（火）
〜
令
和
5
年
1
月
10
日  

（火）
内　

広
報
啓
発
活
動
、非
行
・
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

問　
生
涯
学
習
課（
七
宝
公
民
館
）

☎
4
4
4・2
5
1
1

FAX
4
4
4・2
5
1
2

県
営
名
古
屋
空
港
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
長
期
休
暇
時
は
空
港
駐
車

場
が
満
車
に
な
り
、駐
車
で
き
な
い
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。空
港
を
ご
利
用
の
際
は
公

共
交
通
機
関
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　
名
古
屋
空
港
総
合
案
内
所

☎
0
5
6
8・2
8・5
6
3
3

自
衛
官
等
募
集
案
内

次
の
と
お
り
自
衛
官
募
集
が
行
わ
れ
ま

す
。ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
項
目

①
自
衛
官
候
補
生

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一

般
）

資
格

①
自
衛
官
候
補
生

採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
、18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
者

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一

般
）

中
卒（
見
込
含
）、平
成
18
年
4
月
2
日

〜
平
成
20
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
男
子

申①
自
衛
官
候
補
生

年
間
を
通
じ
て
受
付

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一

般
）

10
月
1
日
（土）
〜
令
和
5
年
1
月
6
日
（金）

問　
自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部　
一
宮

地
域
事
務
所（
一
宮
市
大
江
二-

一-

18

ワ
キ
タ
ビ
ル
2
階
）

☎
0
5
8
6・7
3・7
5
2
2

憩
の
家
事
業

森
憩
の
家

●
ま
ち
が
い
探
し

時　
12
月
10
日
（土）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

●
モ
リ
森
た
い
そ
う

時　
12
月
16
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定　
30
人（
要
予
約・先
着
順
）

申　
12
月
2
日
（金）
午
前
9
時
30
分
よ
り
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
お
正
月
の
飾
り
作
り

時　
12
月
22
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

定　
10
人（
要
予
約
）

申　
12
月
5
日
（月）
午
前
10
時
よ
り
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

問　
森
憩
の
家　

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

本
郷
憩
の
家

●
ぬ
り
え

時　
12
月
7
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
簡
単
イ
ラ
ス
ト

時　
12
月
19
日
（月）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

定　
12
人（
先
着
順
）

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り　

時　
12
月
21
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

問　
本
郷
憩
の
家

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

新
居
屋
憩
の
家

●
干
支
作
り

時　
12
月
15
日
（木）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
12
人（
先
着
順
）

申　
12
月
5
日
（月）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
季
節
の
折
り
紙（
絵
馬
）

時　
12
月
21
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
12
人（
先
着
順
）

申　
12
月
5
日
（月）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
ラ
ジ
オ
体
操

時　
月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
30
分
〜
10
時

※

都
合
に
よ
り
当
日
お
休
み
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問　
新
居
屋
憩
の
家

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

あ
ま
市
内
中
学
校
美
術
部
合
同
展

市
内
中
学
校
美
術
部
員
が
制
作
し
た
絵

画
な
ど
の
美
術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

若
々
し
い
感
性
に
満
ち
た
、個
性
あ
ふ
れ

る
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

時　
12
月
15
日
（木）
〜
令
和
5
年
1
月
13
日
（金）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
45
分

所　
美
和
文
化
会
館
ロ
ビ
ー

対　
ど
な
た
で
も

￥　
無
料

出
展
校　
七
宝
中
学
校
、美
和
中
学
校
、甚

目
寺
南
中
学
校

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

紙
粘
土
ア
ー
ト
絵
画
と
人
形
展

紙
粘
土
で
作
っ
た
絵
画
は
合
板
に
粘
土

を
貼
り
付
け
立
体
的
に
表
現
し
ま
し
た
。

紙
粘
土
の
人
形
は
ワ
イ
ヤ
ー
を
芯
材
に
し

て
、顔
は
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
、一

つ
ひ
と
つ
粘
土
を
ひ
ね
り
作
っ
た
も
の
で
す
。

時　
11
月
10
日
（木）
〜
12
月
10
日
（土）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
45
分

所　
美
和
文
化
会
館
ロ
ビ
ー

対　
ど
な
た
で
も

￥　
無
料

出
展
者　
中
ノ
瀬 

君
子 

氏

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

大
正
琴
琴
吉
会
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

時　
12
月
17
日
（土）　

開
場　
午
後
0
時
30
分

開
演　
午
後
1
時　

所　
七
宝
公
民
館　
講
堂

￥　
無
料

催　
琴
吉
会

援　

あ
ま
市
教
育
委
員
会
、あ
ま
市
文
化

協
会

他　

ゲ
ス
ト
は
、七
宝
小
学
校
大
正
琴
ク

ラ
ブ
で
す
。

問　
琴
吉
会　
吉
兼

☎
0
9
0・4
1
1
8・3
0
8
0

問合先　市民活動センター　☎445・1900

ボランティアは、自分の「やってみよう」
という気持ちから始まる活動です。皆さん
も、自分の生活スタイルに合わせて、ボラ
ンティアをしてみませんか。
市民活動センターには、市民ボランティ

ア登録制度があります。関心のある方は、
ぜひお問い合わせください。

ボランティア情報は
LINEでも発信中です。
ぜひご覧ください！

info@ama-shiminkatsudo.jp

あま市市民活動センター

あまterrace便り
市民ボランティア
登録しませんか？

な
か 

の    

せ　

  

き
み  

こ

よ
し
か
ね
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お知らせ

あ
ま
市
の
歴
史
散
策
を
し
よ
う 

第
二
弾

魅
力
の
詰
ま
っ
た
あ
ま
市
の
歴
史
に
つ

い
て
を
歴
史
ガ
イ
ド
と
と
も
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
前
回
は
甚
目
寺
境
内
の
散
策

で
し
た
が
、今
回
は
甚
目
寺
周
辺
の
散
策

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

時　
12
月
17
日
（土） 

午
前
9
時
〜
10
時
30
分　

所　

甚
目
寺
歴
史
民
俗
資
料
館（
甚
目
寺

会
館
3
階
）集
合

甚
目
寺
周
辺
を
散
策
予
定

定　
20
人（
要
予
約・先
着
順
）

協
力　
あ
ま
の
神
社
仏
閣
へ
行
こ
う
！
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

他　
天
候
等
で
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、ご
連
絡
し
ま
す
。

申　
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

問　
美
和
歴
史
民
俗
資
料
館（
水・木
曜
日

は
休
館
日
）

☎
4
4
2・8
5
2
2

FAX
4
4
5・5
7
3
5

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

時　
令
和
5
年
1
月
12
日・26
日
（木）
、

2
月
2
日
（木）・23
日（
木・祝
）、

3
月
9
日・23
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
45
分

所　
美
和
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
A
B

他
￥　
3
，6
0
0
円（
全
6
回
分
）

体
験
受
付
1
回
限
り
6
0
0
円

受
講
日
初
日
に
美
和
文
化
会
館
窓
口
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

の
レ
ン
タ
ル
料
は
含
み
ま
せ
ん
）

持　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル（
お
持
ち
で
な
い

方
は
レ
ン
タ
ル
可
）レ
ン
タ
ル
料
1
回

2
0
0
円（
講
座
時
間
内
）当
日
払
い

飲
み
物
、タ
オ
ル（
更
衣
室
は
あ
り
ま
せ

ん
）

対　
ど
な
た
で
も

定　
20
人（
最
少
催
行
人
数
10
人
）

内　

音
楽
に
の
せ
ボ
ー
ル
で
弾
み
、手
足

を
動
か
す
有
酸
素
運
動
で
す
。体
幹
を

鍛
え
な
が
ら
体
力
・
筋
力
ア
ッ
プ
で
自

律
神
経
と
骨
盤
を
整
え
ま
す
。遊
び
や

脳
ト
レ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
脳
の
活

性
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。

師　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー 

三
浦 

あ
か
り 

氏

申　
美
和
文
化
会
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

一
人
で
踊
れ
る
！
社
交
ダ
ン
ス

時　
令
和
5
年
1
月
10
日
（火）
、2
月
14
日

（火）
、3
月
7
日
（火）　
2
部
制

1
部　
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
15
分

2
部　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
15
分

所　

美
和
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

A
B
C

￥　
3
回
分
2
，8
0
0
円

1
部
と
2
部
両
方
参
加
の
場
合
3
回
分

4
，5
0
0
円

12
月
28
日
（水）
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

持　

脱
げ
に
く
く
ヒ
ー
ル
が
な
い
靴（
ス

ニ
ー
カ
ー
な
ど
）、動
き
や
す
い
服
装

（
Y
シ
ャ
ツ
や
T
シ
ャ
ツ
な
ど
袖
が
あ

る
も
の
・
下
は
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ス
カ
ー

ト
な
ど
）、飲
み
物
、タ
オ
ル

対　

小
学
生
以
上（
小
学
生
は
親
子
参
加

で
お
願
い
し
ま
す
）

定　
各
部
20
人

内　
社
交
ダ
ン
ス
の
基
本
は「
歩
く
」こ
と

で
す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
歩
け
ば
、社
交

ダ
ン
ス
は
踊
れ
ま
す
！
今
回
は
一
人
で

も
踊
れ
る
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ス

テ
ッ
プ
を
使
い
、基
本
と
な
る
姿
勢
や

歩
き
方
な
ど
を
中
心
に
行
い
ま
す
。1

部
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、2
部
は
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
と
呼
ば
れ
る
種
目
を
踊
り
ま

す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
な

が
ら・・

一
緒
に
楽
し
く
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

師　

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
ソ
ワ
ー
ル
所
属
・

J
B
D
F
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン

ス
講
師 

齊
藤 

健
斗 

氏

申　
美
和
文
化
会
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

あ
ま
市
子
ど
も・若
者
支
援
講
座

時　
令
和
5
年
1
月
24
日
（火）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

所　
甚
目
寺
公
民
館　
研
修
室

対　
小
中
学
生
の
保
護
者

定　
20
人（
先
着
順
）

内　

子
ど
も
が
学
校
へ
行
き
た
く
な
く

な
っ
た
ら・・・。「
ど
う
し
た
ら
い
い
。心

配
。不
安
」な
気
持
ち
で
す
よ
ね
。こ
の

よ
う
な
お
悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
子
ど

も
・
若
者
支
援
講
座
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

師　
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

河
合 

清
美 

氏

申　

12
月
1
日
（木）
か
ら
23
日
（金）
ま
で
に

メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
甚
目
寺
公
民
館

☎
4
4
4・1
6
2
1

FAX
4
4
3・9
7
7
8

shogaigakushu@
city.am

a.lg.jp

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

市
で
は
認
知
症
に
理
解
が
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
地

域
で
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
あ
る「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
基
礎
知
識
と
認
知
症
の
方
へ

の
対
応
方
法
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
べ
る

講
座
で
す
。皆
さ
ん
で
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
優
し
い
地

域
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

時　
令
和
5
年
1
月
21
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所　
七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ　
交
流

ホ
ー
ル

対　
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
方

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
無
料

申　
令
和
5
年
1
月
13
日
㈮
ま
で
に
高
齢

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

特
別
講
座
募
集〝
こ
こ
ろ
〞と〝
か
ら
だ
〞が

は
ず
む
健
康
サ
ロ
ン　
七
宝
会
場（
全
3
回
）

時　
令
和
5
年
1
月
13
日
（金）
、2
月
17
日
（金）
、

3
月
10
日
（金）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

所　
七
宝
総
合
体
育
館　
1
階
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
室
大

対　
30
歳
以
上
の
男
女　

定　
20
人（
先
着
順
。定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

内　

手
足
を
動
か
し
て
脳
を
刺
激
、ロ
ー

プ・お
手
玉・ダ
ー
ツ
等
す
ぐ
使
え
る
簡

単
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

￥　
1
人
1
，5
0
0
円（
保
険
料
含
む
）

持　
飲
み
物
、体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、汗
拭
き

タ
オ
ル
、動
き
や
す
い
服
装

申　
12
月
2
日
（金）
〜
13
日
（火）

電
話
、ま
た
は
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
時
間
は
、火
曜
日
か
ら
土
曜

日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で
。

受
講
料
の
お
支
払
い
期
限
は
12
月
16
日

（金）
で
す
。手
続
き
完
了
後
の
キ
ャ
ン
セ

ル
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
FAX
9
7
7・7
4
8
4

事
務
所
携
帯

☎
0
8
0・7
6
5
7・8
8
3
9

令
和
4
年
度
市
民
走
ろ
う・歩
こ
う
会

完
走・完
歩
を
目
標
に
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　
令
和
5
年
1
月
22
日
㈰（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
9
時
15
分

開
会　
午
前
9
時
30
分

ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時

所　

木
曽
三
川
公
園
東
海
広
場（
立
田
大

橋
下
）現
地
集
合・解
散
で
す
。

部
門

・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部　
2
㎞
、4
㎞
、10
㎞

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部　
2
㎞
、4
㎞

※

10
㎞
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
み
、中
学
生
以
上

の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

対　

市
内
在
住
、ま
た
は
在
勤
も
し
く
は

在
学
の
方

￥　
1
0
0
円（
傷
害
保
険
料
は
、主
催
者

側
で
負
担
し
ま
す
）

※

参
加
費
の
返
金
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
。

申　
12
月
1
日
㈭
〜
22
日
㈭

※

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
、保
護
者
同
伴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
、中
学
生
以

下
は
、保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

他・
申
込
時
に『
申
込
書（
控
）』を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、当
日
は『
申
込
書（
控
）』を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
飲
み
物
は
、各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
同
伴
、ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
せ
て

の
参
加
、競
技
に
専
念
さ
れ
な
い
方
の

参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
傘
を
さ
し
な
が
ら
の
参
加
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

催　
あ
ま
市
教
育
委
員
会

管　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1・5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

み 

う
ら

さ
い
と
う   

け
ん  

と

か
わ
い　

  

き
よ  

み
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お知らせ

あ
ま
市
の
歴
史
散
策
を
し
よ
う 

第
二
弾

魅
力
の
詰
ま
っ
た
あ
ま
市
の
歴
史
に
つ

い
て
を
歴
史
ガ
イ
ド
と
と
も
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
前
回
は
甚
目
寺
境
内
の
散
策

で
し
た
が
、今
回
は
甚
目
寺
周
辺
の
散
策

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

時　
12
月
17
日
（土） 

午
前
9
時
〜
10
時
30
分　

所　

甚
目
寺
歴
史
民
俗
資
料
館（
甚
目
寺

会
館
3
階
）集
合

甚
目
寺
周
辺
を
散
策
予
定

定　
20
人（
要
予
約・先
着
順
）

協
力　
あ
ま
の
神
社
仏
閣
へ
行
こ
う
！
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

他　
天
候
等
で
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、ご
連
絡
し
ま
す
。

申　
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

問　
美
和
歴
史
民
俗
資
料
館（
水・木
曜
日

は
休
館
日
）

☎
4
4
2・8
5
2
2

FAX
4
4
5・5
7
3
5

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

時　
令
和
5
年
1
月
12
日・26
日
（木）
、

2
月
2
日
（木）・23
日（
木・祝
）、

3
月
9
日・23
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
45
分

所　
美
和
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
A
B

他
￥　
3
，6
0
0
円（
全
6
回
分
）

体
験
受
付
1
回
限
り
6
0
0
円

受
講
日
初
日
に
美
和
文
化
会
館
窓
口
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

の
レ
ン
タ
ル
料
は
含
み
ま
せ
ん
）

持　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル（
お
持
ち
で
な
い

方
は
レ
ン
タ
ル
可
）レ
ン
タ
ル
料
1
回

2
0
0
円（
講
座
時
間
内
）当
日
払
い

飲
み
物
、タ
オ
ル（
更
衣
室
は
あ
り
ま
せ

ん
）

対　
ど
な
た
で
も

定　
20
人（
最
少
催
行
人
数
10
人
）

内　

音
楽
に
の
せ
ボ
ー
ル
で
弾
み
、手
足

を
動
か
す
有
酸
素
運
動
で
す
。体
幹
を

鍛
え
な
が
ら
体
力
・
筋
力
ア
ッ
プ
で
自

律
神
経
と
骨
盤
を
整
え
ま
す
。遊
び
や

脳
ト
レ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
脳
の
活

性
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。

師　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー 

三
浦 

あ
か
り 

氏

申　
美
和
文
化
会
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

一
人
で
踊
れ
る
！
社
交
ダ
ン
ス

時　
令
和
5
年
1
月
10
日
（火）
、2
月
14
日

（火）
、3
月
7
日
（火）　
2
部
制

1
部　
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
15
分

2
部　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
15
分

所　

美
和
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

A
B
C

￥　
3
回
分
2
，8
0
0
円

1
部
と
2
部
両
方
参
加
の
場
合
3
回
分

4
，5
0
0
円

12
月
28
日
（水）
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

持　

脱
げ
に
く
く
ヒ
ー
ル
が
な
い
靴（
ス

ニ
ー
カ
ー
な
ど
）、動
き
や
す
い
服
装

（
Y
シ
ャ
ツ
や
T
シ
ャ
ツ
な
ど
袖
が
あ

る
も
の
・
下
は
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ス
カ
ー

ト
な
ど
）、飲
み
物
、タ
オ
ル

対　

小
学
生
以
上（
小
学
生
は
親
子
参
加

で
お
願
い
し
ま
す
）

定　
各
部
20
人

内　
社
交
ダ
ン
ス
の
基
本
は「
歩
く
」こ
と

で
す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
歩
け
ば
、社
交

ダ
ン
ス
は
踊
れ
ま
す
！
今
回
は
一
人
で

も
踊
れ
る
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ス

テ
ッ
プ
を
使
い
、基
本
と
な
る
姿
勢
や

歩
き
方
な
ど
を
中
心
に
行
い
ま
す
。1

部
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、2
部
は
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
と
呼
ば
れ
る
種
目
を
踊
り
ま

す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
な

が
ら・・

一
緒
に
楽
し
く
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

師　

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
ソ
ワ
ー
ル
所
属
・

J
B
D
F
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン

ス
講
師 

齊
藤 

健
斗 

氏

申　
美
和
文
化
会
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

あ
ま
市
子
ど
も・若
者
支
援
講
座

時　
令
和
5
年
1
月
24
日
（火）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

所　
甚
目
寺
公
民
館　
研
修
室

対　
小
中
学
生
の
保
護
者

定　
20
人（
先
着
順
）

内　

子
ど
も
が
学
校
へ
行
き
た
く
な
く

な
っ
た
ら・・・。「
ど
う
し
た
ら
い
い
。心

配
。不
安
」な
気
持
ち
で
す
よ
ね
。こ
の

よ
う
な
お
悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
子
ど

も
・
若
者
支
援
講
座
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

師　
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

河
合 

清
美 

氏

申　

12
月
1
日
（木）
か
ら
23
日
（金）
ま
で
に

メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
甚
目
寺
公
民
館

☎
4
4
4・1
6
2
1

FAX
4
4
3・9
7
7
8

shogaigakushu@
city.am

a.lg.jp

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

市
で
は
認
知
症
に
理
解
が
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
地

域
で
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
あ
る「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
基
礎
知
識
と
認
知
症
の
方
へ

の
対
応
方
法
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
べ
る

講
座
で
す
。皆
さ
ん
で
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
優
し
い
地

域
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

時　
令
和
5
年
1
月
21
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所　
七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ　
交
流

ホ
ー
ル

対　
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
方

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
無
料

申　
令
和
5
年
1
月
13
日
㈮
ま
で
に
高
齢

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

特
別
講
座
募
集〝
こ
こ
ろ
〞と〝
か
ら
だ
〞が

は
ず
む
健
康
サ
ロ
ン　
七
宝
会
場（
全
3
回
）

時　
令
和
5
年
1
月
13
日
（金）
、2
月
17
日
（金）
、

3
月
10
日
（金）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

所　
七
宝
総
合
体
育
館　
1
階
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
室
大

対　
30
歳
以
上
の
男
女　

定　
20
人（
先
着
順
。定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

内　

手
足
を
動
か
し
て
脳
を
刺
激
、ロ
ー

プ・お
手
玉・ダ
ー
ツ
等
す
ぐ
使
え
る
簡

単
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

￥　
1
人
1
，5
0
0
円（
保
険
料
含
む
）

持　
飲
み
物
、体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、汗
拭
き

タ
オ
ル
、動
き
や
す
い
服
装

申　
12
月
2
日
（金）
〜
13
日
（火）

電
話
、ま
た
は
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
時
間
は
、火
曜
日
か
ら
土
曜

日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で
。

受
講
料
の
お
支
払
い
期
限
は
12
月
16
日

（金）
で
す
。手
続
き
完
了
後
の
キ
ャ
ン
セ

ル
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
FAX
9
7
7・7
4
8
4

事
務
所
携
帯

☎
0
8
0・7
6
5
7・8
8
3
9

令
和
4
年
度
市
民
走
ろ
う・歩
こ
う
会

完
走・完
歩
を
目
標
に
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　
令
和
5
年
1
月
22
日
㈰（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
9
時
15
分

開
会　
午
前
9
時
30
分

ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時

所　

木
曽
三
川
公
園
東
海
広
場（
立
田
大

橋
下
）現
地
集
合・解
散
で
す
。

部
門

・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部　
2
㎞
、4
㎞
、10
㎞

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部　
2
㎞
、4
㎞

※

10
㎞
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
み
、中
学
生
以
上

の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

対　

市
内
在
住
、ま
た
は
在
勤
も
し
く
は

在
学
の
方

￥　
1
0
0
円（
傷
害
保
険
料
は
、主
催
者

側
で
負
担
し
ま
す
）

※

参
加
費
の
返
金
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
。

申　
12
月
1
日
㈭
〜
22
日
㈭

※

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
、保
護
者
同
伴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
、中
学
生
以

下
は
、保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

他・
申
込
時
に『
申
込
書（
控
）』を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、当
日
は『
申
込
書（
控
）』を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
飲
み
物
は
、各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
同
伴
、ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
せ
て

の
参
加
、競
技
に
専
念
さ
れ
な
い
方
の

参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
傘
を
さ
し
な
が
ら
の
参
加
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

催　
あ
ま
市
教
育
委
員
会

管　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1・5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7
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◆ 
開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆ 
今
月
の
休
館
日　
５
日
（月）・12
日
（月）・19
日
（月）・26
日
（月）・29
日
（木）・30
日
（金）・31
日
（土）

◆ 
問
合
先　
☎
4
4
3・7
5
8
8　
FAX
4
4
3・7
1
2
2

七
宝
焼
体
験
教
室
特
別
企
画「
干
支（
卯
）

の
額
絵
」

毎
年
恒
例
の
干
支
の
額
絵
。令
和
5
年

の
干
支「
卯（
う
さ
ぎ
）」の
額
絵
で
新
年
を

迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

時　
12
月
6
日
（火）
・
7
日
（水）
・
9
日
（金）
・

11
日
（日）・13
日
（火）
の
い
ず
れ
か
1
日

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

所　
交
流
工
房

定　
30
人（
先
着
順
）

￥　
6
，7
0
0
円（
額
付
）

申　

12
月
1
日
（木）
か
ら
、窓
口
も
し
く
は

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

干
支（
卯
）の
ミ
ニ
プ
レ
ー
ト
作
り

6
cm
角
の
干
支（
卯
）の
ミ
ニ
プ
レ
ー
ト

で
す
。イ
ー
ゼ
ル
に
立
て
て
飾
っ
て
も
、壁

掛
け
に
し
て
も
か
わ
い
い
で
す
よ
。

デ
ザ
イ
ン
は
自
由
で
す
。見
本
の
下
絵

は
あ
り
ま
す
が
、写
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

6
cm
角
の
デ
ザ
イ
ン
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

時　
12
月
18
日
（日）　
午
前
10
時
〜
正
午

所　
交
流
工
房

定　
10
人（
先
着
順
）

￥　
2
，7
0
0
円

申　

12
月
1
日
（木）
よ
り
、電
話
も
し
く
は

窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

七
宝
職
人
さ
ん
大
集
合

七
宝
職
人
が
全
工
程
に
勢
揃
い
し
て
技

を
披
露
し
ま
す
。職
人
の
技
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

時　
12
月
4
日
（日）　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分（
正

午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
休
み
）

所　
実
演
コ
ー
ナ
ー

￥　
無
料

「
七
宝
焼
の
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

作
り
」

期
間
限
定
特
別
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。長
ぐ

つ
、ロ
ー
ソ
ク
、雪
だ
る
ま
な
ど
、ツ
リ
ー

に
飾
る
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
作
り
が
特
別
価
格

で
体
験
で
き
ま
す
。

時　
12
月
1
日
（木）
〜
25
日
（日）

体
験
教
室
開
催
時
間
内（
期
間
内
で
も

材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

大
き
い
サ
イ
ズ
は
90
分
コ
ー
ス
で
す
。

所　
体
験
工
房

￥　

1
個
5
0
0
円（
小
）・
8
0
0
円

（
大
）の
2
種
類　
（
一
人
3
個
ま
で
）

※

通
常
の
体
験
教
室
参
加
者
に
は
、割
引

特
典
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
集
い

カ
ラ
フ
ル
な
キ
ュ
ー
ブ
状
の
ロ
ウ
を

使
っ
た
モ
ザ
イ
ク
キ
ャ
ン
ド
ル
と
、キ
ャ

ン
ド
ル
カ
バ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

時　
12
月
17
日
（土）　
午
後
2
時
〜
5
時

所　
交
流
工
房

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
3
0
0
円

持　
は
さ
み
、カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ（
あ
れ
ば

細
工
用
）、の
り
ま
た
は
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー

プ
申　

12
月
1
日
（木）
よ
り
、窓
口
も
し
く
は

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

巨
大
か
る
た
大
会

作
っ
て
み
よ
う
！
巨
大
か
る
た

七
宝
焼
や
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
ち
な

ん
だ
巨
大
か
る
た
を
作
っ
て
み
よ
う
。

作
っ
た
か
る
た
は
、か
る
た
取
り
大
会
で

使
い
ま
す
。

時　
12
月
17
日
（土）　
午
前
10
時
〜
正
午

所　
交
流
工
房

対　
小
学
生
以
上

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
無
料

持　
水
彩
絵
具
セ
ッ
ト

み
ん
な
お
い
で
よ
！
巨
大
か
る
た
大
会

み
ん
な
が
作
っ
た「
巨
大
か
る
た
」を

使
っ
て
、か
る
た
取
り
を
す
る
よ
！
芝
生

広
場
を
走
り
回
っ
て
か
る
た
を
取
ろ
う
！

時　
令
和
5
年
1
月
7
日
（土）　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
雨
天
時
は
8
日
（日）
）

所　
芝
生
広
場

対　

5
歳
以
上（
小
学
生
以
下
は
原
則
と

し
て
親
子
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
）

定　
50
人（
先
着
順
）

￥　
無
料

共
通
事
項

申　

12
月
1
日
（木）
よ
り
、窓
口
も
し
く
は

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

第
40
回
七
宝
新
作
展
と
芸
術
大
学
生
展

示
会

時　
12
月
2
日
（金）
〜
4
日
（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

所　
企
画
展
示
室
お
よ
び
交
流
ホ
ー
ル

￥　
無
料

内　
第
40
回
七
宝
新
作
展
に
合
わ
せ
て
、

交
流
ホ
ー
ル
に
て
芸
術
大
学
生
の
七
宝

作
品（
帯
留
な
ど
）の
展
示
会
を
同
時
開

催
し
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、産
学
連
携
授
業
と
し
て

素
地
作
り
か
ら
帯
留
の
金
具
作
り
ま
で
、学

生
が
七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
等
を
会

場
と
し
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。若
い
感
性

を
生
か
し
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、期
間
中
は
常
設
展
示
室
も
無
料

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

20令和4年12月号



お知らせ

フォトコンテストVol.5「＃あまイルミ2022」を開催します！ 

◀あま市観光協会
ウェブサイト

◀あま市観光協会
インスタグラム

あま地産地消
ふれあい軽トラ市

七宝焼アートヴィレッジ敷地内にお
いて、あま市近郊で生産された野菜な
どを生産者が販売する軽トラ市を開催
しています。天候や販売状況により終
了時間が早くなることもあります。
日　時　毎週日曜日　
　　　　午前7時～9時

七
宝
焼
体
験
教
室
特
別
企
画「
干
支（
卯
）

の
額
絵
」

毎
年
恒
例
の
干
支
の
額
絵
。令
和
5
年

の
干
支「
卯（
う
さ
ぎ
）」の
額
絵
で
新
年
を

迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

時　
12
月
6
日
（火）
・
7
日
（水）
・
9
日
（金）
・

11
日
（日）・13
日
（火）
の
い
ず
れ
か
1
日

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

所　
交
流
工
房

定　
30
人（
先
着
順
）

￥　
6
，7
0
0
円（
額
付
）

申　

12
月
1
日
（木）
か
ら
、窓
口
も
し
く
は

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

干
支（
卯
）の
ミ
ニ
プ
レ
ー
ト
作
り

6
cm
角
の
干
支（
卯
）の
ミ
ニ
プ
レ
ー
ト

で
す
。イ
ー
ゼ
ル
に
立
て
て
飾
っ
て
も
、壁

掛
け
に
し
て
も
か
わ
い
い
で
す
よ
。

デ
ザ
イ
ン
は
自
由
で
す
。見
本
の
下
絵

は
あ
り
ま
す
が
、写
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

6
cm
角
の
デ
ザ
イ
ン
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

時　
12
月
18
日
（日）　
午
前
10
時
〜
正
午

所　
交
流
工
房

定　
10
人（
先
着
順
）

￥　
2
，7
0
0
円

申　

12
月
1
日
（木）
よ
り
、電
話
も
し
く
は

窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

七
宝
職
人
さ
ん
大
集
合

七
宝
職
人
が
全
工
程
に
勢
揃
い
し
て
技

を
披
露
し
ま
す
。職
人
の
技
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

時　
12
月
4
日
（日）　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分（
正

午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
休
み
）

所　
実
演
コ
ー
ナ
ー

￥　
無
料

「
七
宝
焼
の
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

作
り
」

期
間
限
定
特
別
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。長
ぐ

つ
、ロ
ー
ソ
ク
、雪
だ
る
ま
な
ど
、ツ
リ
ー

に
飾
る
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
作
り
が
特
別
価
格

で
体
験
で
き
ま
す
。

時　
12
月
1
日
（木）
〜
25
日
（日）

体
験
教
室
開
催
時
間
内（
期
間
内
で
も

材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

大
き
い
サ
イ
ズ
は
90
分
コ
ー
ス
で
す
。

所　
体
験
工
房

￥　

1
個
5
0
0
円（
小
）・
8
0
0
円

（
大
）の
2
種
類　
（
一
人
3
個
ま
で
）

※

通
常
の
体
験
教
室
参
加
者
に
は
、割
引

特
典
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
集
い

カ
ラ
フ
ル
な
キ
ュ
ー
ブ
状
の
ロ
ウ
を

使
っ
た
モ
ザ
イ
ク
キ
ャ
ン
ド
ル
と
、キ
ャ

ン
ド
ル
カ
バ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

時　
12
月
17
日
（土）　
午
後
2
時
〜
5
時

所　
交
流
工
房

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
3
0
0
円

持　
は
さ
み
、カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ（
あ
れ
ば

細
工
用
）、の
り
ま
た
は
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー

プ
申　

12
月
1
日
（木）
よ
り
、窓
口
も
し
く
は

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

巨
大
か
る
た
大
会

作
っ
て
み
よ
う
！
巨
大
か
る
た

七
宝
焼
や
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
ち
な

ん
だ
巨
大
か
る
た
を
作
っ
て
み
よ
う
。

作
っ
た
か
る
た
は
、か
る
た
取
り
大
会
で

使
い
ま
す
。

時　
12
月
17
日
（土）　
午
前
10
時
〜
正
午

所　
交
流
工
房

対　
小
学
生
以
上

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
無
料

持　
水
彩
絵
具
セ
ッ
ト

み
ん
な
お
い
で
よ
！
巨
大
か
る
た
大
会

み
ん
な
が
作
っ
た「
巨
大
か
る
た
」を

使
っ
て
、か
る
た
取
り
を
す
る
よ
！
芝
生

広
場
を
走
り
回
っ
て
か
る
た
を
取
ろ
う
！

時　
令
和
5
年
1
月
7
日
（土）　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
雨
天
時
は
8
日
（日）
）

所　
芝
生
広
場

対　

5
歳
以
上（
小
学
生
以
下
は
原
則
と

し
て
親
子
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
）

定　
50
人（
先
着
順
）

￥　
無
料

共
通
事
項

申　

12
月
1
日
（木）
よ
り
、窓
口
も
し
く
は

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

第
40
回
七
宝
新
作
展
と
芸
術
大
学
生
展

示
会

時　
12
月
2
日
（金）
〜
4
日
（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

所　
企
画
展
示
室
お
よ
び
交
流
ホ
ー
ル

￥　
無
料

内　
第
40
回
七
宝
新
作
展
に
合
わ
せ
て
、

交
流
ホ
ー
ル
に
て
芸
術
大
学
生
の
七
宝

作
品（
帯
留
な
ど
）の
展
示
会
を
同
時
開

催
し
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、産
学
連
携
授
業
と
し
て

素
地
作
り
か
ら
帯
留
の
金
具
作
り
ま
で
、学

生
が
七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
等
を
会

場
と
し
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。若
い
感
性

を
生
か
し
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、期
間
中
は
常
設
展
示
室
も
無
料

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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お知らせ

カメラルポカメラルポ 秋の全国交通安全運動街頭啓発！
このたび、秋の全国交通安全運動期間に合わせ、9月27日（火）
に津島警察署及びあま市交通安全協会の会員と協力して、交通
安全街頭啓発を実施しました。当日は七宝焼アートヴィレッジ
北の県道あま愛西線の歩道に並び、サインボードを使用しドラ
イバーに交通安全を呼びかけました。
市民一人ひとりが交通ルールを理解したうえで、交通安全意
識と交通マナーを高め、交通事故のない安全安心なまちづくり
を推進していきましょう。

令和4年度安全なまちづくり活動表彰
10月20日（木）日本特殊陶業市民会館フォレストホールにおいて、令和4年

度安全なまちづくり愛知県民大会が開催され、安全なまちづくり功労団体と
してあま市からは「鯰橋防犯パトロール隊」「寺町安全安心パトロール隊」の2
団体が愛知県知事感謝状を受賞されました。市ではより安全で住みよいまち
づくりをめざし、数多くのボランティア団体の活動を支援しています。
また、新規防犯ボランティア団体の登録も随時募集していますので、興

味のある方は安全安心課交通防犯係までお問い合わせください。
問合先　安全安心課　☎444・0862　FAX441・8330

令和4年度あま市消防団観閲式
10月16日（日）あま市美和グラウンドにてあま市消
防団観閲式が開催されました。
観閲式では規律ある消防団の姿が披露されました。
今後も日々の訓練を生かし、地域の安全安心に努め
てまいります。

令和4年度あま市平和祈念式典を開催しました
10月15日（土）甚目寺公民館で令和4年度あま市平
和祈念式典を開催しました。当日は来賓による平和
のメッセージや、ご列席の皆様全員による献花が行
われました。式典を通じ、現在の平和な暮らしに改め
て感謝し、平和の尊さや平和を守ることの大切さを
認識することができました。
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市公式ウェブサイト、七宝・美和・甚目寺市民サービスセンター（土・日曜・祝日、12月
29日～1月3日を除く）、七宝総合体育館・甚目寺総合体育館（月曜日・12月29日～1
月3日を除く）
市内に住所、または事務所もしくは事業所を有する個人及び法人その他の団体、パブ
リックコメント手続きにかかる施策に利害関係を有する方
件名（「あま市スポーツ推進計画」についての意見）、住所、氏名、電話番号、意見（※）を
明記し、郵送、FAX、メールで提出いただくか、スポーツ課（七宝総合体育館または甚目
寺総合体育館）、または七宝・美和・甚目寺市民サービスセンターにご提出ください。
※様式は閲覧場所及び市公式ウェブサイトに用意していますが、任意様式でも可能です。

提出いただいたご意見は、後日、市公式ウェブサイト等で公表します。（ご意見などの内
容以外は公表しません）なお、ご意見などに関して、個別の回答はいたしません。
〒497-0005　あま市七宝町伊福宮東3番地１　七宝総合体育館　スポーツ課
☎441・5001　FAX442・5177　　sport@city.ama.lg.jp

お知らせ

～皆さんの活動情報お知らせください～

あま市
「みんなの掲示板」

企画政策課
444・1712
444・0982

はる き

い とう

「あま市スポーツ推進計画（素案）」についてのご意見を募集します
市では、スポーツに関する施策を効果的かつ計画的に推進することを目的としたあま市スポーツ推進
計画の策定作業を行っています。このたび、計画の素案について、広く市民の皆さんからのご意見を募
集します。

ＡＲモーションペイパの使い方
①スマートフォンに「MotionPaper」アプリをインストールします。
②スマートフォンのカメラを起動し、広報あま表紙の二次元コードを読み込みます。
③「MotionPaper」が表示されるためタップし、読み込みが100%になるまで待ちます。
④表示が100%になった後、表紙の写真にスマートフォンをかざすと映像が流れます。
その他詳細については市公式ウェブサイトをご覧ください。
Web：https://www.city.ama.aichi.jp/koho/1008264.html

問合先　企画政策課　☎444･1712　FAX444･0982

12月8日（木）～令和5年1月6日（金）

問合先　スポーツ課（七宝総合体育館）　☎441·5001　FAX 442·5177

市公式ウェブサイト
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にゃんこ四字熟語辞典』

可愛いにゃんこの表紙に、厳めしい
『四字熟語辞典』のタイトル。中身は猫の
写真に、四文字熟語とその意味が添えら
れているだけの本です。しかしただの四
文字熟語も、ユニークで愛らしい猫達と
組み合わされば、とたんにほっこり可愛
い言葉になってしまいます。猫好きには
たまらない、勉強にも役立つ一冊です。

（美和図書館所蔵）

12

美和図書館
開館時間　9月～3月　午前9時～午後5時
　　　　　4月～8月　午前9時～午後6時
休館日　　月曜日（祝日は開館）
　　　　　12月29日（木）～令和5年1月3日（火）
　　　　　（年末年始の休館）
問合先　美和図書館　☎449・1070　FAX443・7496

甚目寺公民館図書室
開室時間 午前9時～午後5時
休館日 月曜日
雑誌の譲与　12月8・22日（木）午前10時～
※雑誌の譲与は公民館1階ロビーにて行います。

問合先　甚目寺公民館　☎444・1621　FAX443・9778

七宝公民館読書室
開室時間 午前9時～午後5時
休館日　　月曜日
貸出日時　毎週金曜日　午前9時～午後5時
　　　　　第3日曜日　 午後1時～5時

問合先　七宝公民館　☎444・2511　FAX444・2512

使い方でお悩みの方、ボランティア相談員がやさしく丁寧に教えます。お気軽にお越しください。持ち込み相談
もできます。※中止となる場合があります。

場所 日時 問合先

今月のパソコン・スマホ・タブレット相談室

『西川 清史／著　飛鳥新社 

行事名 日時 場所 対象 内容

美和図書館

行事名 日時 場所 対象 内容

甚目寺公民館図書室

和風
会議室1

和風
会議室1

和風
会議室1

乳児・
幼児

もこもこの
おはなし会

16日（金）
午前10時30分～11時

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます。

幼児・
児童

この本だいすきの会
のよみきかせ

3・17・24日（土）
午後2時～2時30分

幼児・
児童

おどうぐばこの
かみしばい

10日（土）
午後2時～2時30分

乳児・
幼児

一般

幼児・
児童

一般

一般

おはなし
コーナー
または
ホワイエ

会議室

おはなし
コーナー

会議室

会議室

20日（火）
午前10時30分～11時

16日（金）
午後2時～4時

10日（土）
午後2時～2時30分

8日（木）
午前10時～11時30分

1日（木）
午前10時～11時30分

もこもこの
おはなし会

語りの会
おはなしペロリ

グー・チョキ・パー
のおはなし会

子どもの本の会

読書会

子ども達におはなしを語るた
めの練習と研修をしています

楽しいおはなし会
クリスマスの工作
もあるよ

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます。

幼児・
児童

おはなし
コーナー

17日(土)
午後2時～2時30分

お楽しみ
おはなし会

※詳しくは美和図書館までお問い合わせください。

休館日　12月29日（木）～令和5年1月3日（火）
休館にともない、Web予約も休止します。ご不便をおかけしますが、ご了承ください。
Web予約停止期間　12月28日（水）午後5時～令和5年1月4日（水）午前9時
休館中の図書の返却は返却ポストをご利用ください。

☆「あま市昔のこし今のこし写真展」写真募集
　

☆グー・チョキ・パーのお正月あそび

☆年末年始の休館のお知らせ

過去、現在にかかわらず、未来に残したいあま市内の写真をお持ちの方は美和図書館まで
ご連絡ください。美和図書館内で展示予定です。

2022年に出会った私
の好きな子どもの本

課題本『デフ・ヴォ
イス　法廷の手話
通訳士』丸山正樹
／著　文藝春秋

昔なつかしい羽子板、こままわし、すごろく、かるた等みんなで一緒に遊んでみませんか。
日 時　令和5年1月14日（土）午後2時～
場 所　美和文化会館　多目的ホールＡＢＣ
定 員　50人　　参加費　無料
申 込　12月10日（土）午前9時から美和図書館カウンターまたは電話で受け付けます。

きよ しにしかわ

まるやままさ き
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場　所　七宝高齢者生きがい活動センター
日　時　月～金曜日　※祝日と12月29日(木)から令和5年1月3日

(火)まではお休みします。
予約制　午前9時20分～11時20分（親子で22人程度）

午後1時～3時（親子で22人程度）
詳細につきましては、七宝子育て支援センターにお問い
合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●ほんわか広場（プチクリスマス会）[市内在住の乳幼児をもつ親子]
12月9日(金)　 
午前9時20分～10時10分　午前10時30分～11時20分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　12月1日（木）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●お話会[乳幼児をもつ親子]
12月16日（金）午前10時30分～11時　
●赤ちゃんとあそぼう〔生後2か月～11か月のお子さんとその親〕
12月23日(金) 　午後1時～1時50分　午後2時10分～3時
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　12月5日（月）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　七宝子育て支援センター　☎442・2420

美和子育て支援センター

市では、未就園児を中心に地域全体で子育て家庭を支援するため、地域子育て支援拠点事業として「子育て支援セ
ンター事業」と「つどいの広場事業」を実施しています。

《子育て支援センター事業》《子育て支援センター事業》
子育ての迷いや不安を相談してみませんか？子育て支

援センターでは専任の保育士が予約での来所の設定や
各種広場、サークル支援を行っています。安心して子ども
が遊べるように子どもに適した環境で皆さんのご利用を
お待ちしています。お気軽に遊びに来てください。子育て
情報もたくさん用意しています。パパの参加もお待ちして
おります。

《つどいの広場事業》《つどいの広場事業》

美和つどいの広場

甚目寺子育て支援センター
場　所　昭和保育園
日　時　月～金曜日　※祝日と12月29日(木)から令和5年1月3日

(火)まではお休みします。
予約制　午前9時20分～11時20分 （親子で22人程度）

午後1時～3時（親子で22人程度）
詳細につきましては、甚目寺子育て支援センターにお問
い合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●絵本の読み聞かせ[乳幼児をもつ親子]
12月6日(火)　午前10時30分～11時
●わくわく広場（プチクリスマス会）[市内在住の乳幼児をもつ親子]
12月12日（月）
午前9時20分～10時10分　午前10時30分～11時20分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　12月1日（木）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●赤ちゃんとあそぼう〔生後2か月～11か月のお子さんとその親〕
12月19日（月）　午後1時～1時50分　午後2時10分～3時
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　12月5日（月）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　甚目寺子育て支援センター　☎444・6663

七宝子育て支援センター

場　所　美和保健センター
日　時　月～金曜日　※祝日と12月29日(木)から令和5年1月3日

(火)まではお休みします。
予約制　午前9時20分～11時20分（親子で20人程度）

午後1時～3時（親子で20人程度）
詳細につきましては、美和子育て支援センターにお問い
合わせください。

行事〔 　〕内は、各行事の対象者
●お話会[乳幼児をもつ親子]
12月8日(木)　午前10時30分～11時
●にこにこ広場（プチクリスマス会） [市内在住の乳幼児をもつ親子]
12月14日(水)　
午前9時20分～10時10分　午前10時30分～11時20分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　12月1日（木）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●音楽あそび〔市内在住の乳幼児をもつ親子〕
12月15日（木）　午前10時30分～11時
●赤ちゃんとあそぼう〔生後2か月～11か月のお子さんとその親〕
12月21日(水)　 午後1時～1時50分　午後2時10分～3時
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　12月5日（月）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　美和子育て支援センター  ☎444・7778

つどいの広場は主に乳幼児をもつ親子が気軽に集
い、打ち解けた雰囲気の中で語り合い、交流を図る場で
す。専任の子育てアドバイザーが子育てに対する疑問、
不安等相談に応じます。あそびにきてね！

ＴＯ³クラブ〔市内在住の満1歳以上、未就園の親子〕 登録制
12月2日(金)　聖徳保育園　　12月7日(水)　篠田保育園
12月8日(木)　五条保育園　　12月9日(金)　正則保育園
12月14日（水)　大花保育園
問合先　子育て支援課　☎444・3173

場　所　美和児童館
日　時　毎週火・水・木・金曜日　　※祝日と12月29日(木)から

令和5年1月3日(火)まではお休みします。
予約制　午前9時20分～ 11時20分（親子で12人程度）

午後1時～3時（親子で12人程度）
詳細につきましては、美和つどいの広場にお問い合わせ
ください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●お話会[乳幼児をもつ親子]
12月8日（木）　午前9時45分～（15分程度）
●ふれあい広場［乳幼児をもつ親子］　
12月13日（火）
午前9時20分～10時10分　午前10時30分～11時20分
要申込　12月1日（木）午前9時から電話にて予約を受け付けます。

●にこにこベビーデー［満1歳までのお子さん優先の日］
12月22日（木）
午後1時～1時50分　午後2時10分～3時　
要申込　12月6日（火）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　美和つどいの広場　☎442・3515
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開館時間　午前9時～午後5時 
休 館 日　日曜日・祝日 

ハロウィンパーティー

ハロウィン飾り作り

ちびっこまつり

児童館祭り



ハロウィンスタンプラリー

ハロウィンの飾りをつくろう

～食生活改善推進員さんと料理を作りませんか？～
「男性料理教室」のお知らせ

 日時 令和5年1月16日（月）　午前10時～正午

 場所 七宝保健センター

 対象者 18歳以上の男性

 定員 12人(先着順)

 内容 生サケの北海焼、小松菜としらたきのからし和え、きのこのスープを作ります。
※仕入れ状況により材料が変更になる場合があります。　　　　　　　　

 費用 1人　500円

 持ち物 筆記用具、エプロン、ふきん、三角巾（無い場合は手ぬぐいでも可）、マスク

 申込 12月12日(月)から令和5年1月6日(金)まで　　　　　　
七宝保健センターの窓口または電話でお申し込みください。

 問合先 七宝保健センター　　☎４４１・５６６５　ＦＡＸ４４９・１０３７



BLOOD
DONATION

子宮頸がん予防接種（HPVワクチン）のお知らせ

あま健康マイレージにチャレンジ

献血にご協力ください

問合先　健康推進課　☎443・0005　FAX443・5461

問合先　健康推進課　☎４４３・０００５　FAX４４３・５４６１

問合先　健康推進課　☎４４３・０００５　FAX４４３・５４６１

■接種対象者

■接種期間

■接種方法

期  　間

日にち
時間及び
場所

対  　象

受付窓口



※変更になる場合があります。詳しくはウェブサイトにてご確認ください。

あま市民病院だより

あま市民病院
～市民と連携機関に信頼され、健康と安心を提供する病院～
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12月の予定
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市の保健事業に参加される場合は、以下のことについてご協力をお願いします。
・ご自宅で体温を測定してきてください。・いつもと体調が違うと感じたら、無理はせず参加を控えてください。・マスクの着用にご協力ください。

※「はつらつクラブ」か「ワクワクからだ教室」のどちらか一方のみの参加となります。ご自分の体に合った教室にご参加ください。

午前10時～11時
午前9時30分～10時30分
午後1時30分～2時30分

体ほぐし、体操等体を動かすことを
中心とした教室です。

健康チェック、軽い体操、レクリエーション、
栄養・口腔の話等

血圧測定・健康に関する相談

午前10時～11時30分

午後1時30分～3時

午前9時30分～11時

七宝老人福祉センター
美和総合福祉センター すみれの里
新居屋憩の家
甚目寺保健センター
坂牧コミュニティ防災センター
美和保健センター
七宝保健センター
上萱津コミュニティ防災センター
篠田防災コミュニティセンター
甚目寺保健センター
七宝保健センター
美和保健センター

26日（月）
12日（月）
22日（木）
5日（月）
9日（金）
7日（水）
8日（木）
12日（月）
15日（木）
2日（金）
16日（金）
23日（金）

七宝保健センター

甚目寺・七宝・美和保健センター

いきいき体操
【予約不要】

随時

火・木・金
（祝日は除く） 午後４時～4時30分

日程の調整を
させていただきます

DVDによる健康増進・体力向上のための
エアロビクス、あま体操

保健師による個別相談
歯科衛生士による個別相談
管理栄養士による個別相談
公認心理師による個別相談

健康相談
歯科相談
栄養相談

こころの相談室
要申込

離乳初期・中期頃の離乳食の話、交流会
【予約方法】メール申込
①件名に「〇月〇日参加申し込み」を記入
②本文に「お名前・電話番号・託児利用のお子さんのお名前と月
齢（受講日当日の）」を記入し　 rinyusyoku@mama-plus.com
までメール送信してください。

講話、沐浴、交流会
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、妊婦体
験は中止し、時間を短縮して実施します。
※2部制で実施しており、定員は各７組とします。

むし歯予防の話・歯の手入れの方法、9か月以降の離乳
食の話、親子遊び
※定員15人（定員になり次第、締め切ります）

歯科診察・相談、歯科医師による講話
※妊娠中期（16～27週頃）までに受診されることをお勧
めします。
身体計測・個別相談
（保健師、助産師、管理栄養士、歯科衛生士）
★母乳相談は定員があります。
※甚目寺保健センターの歯科相談は火曜日のみです。
※母乳相談ができるのは、一人月１回です。
※身体計測時バスタオルを使用しますので、ご持参ください。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市の保健事業に参加される場合は、以下のことについてご協力をお願いします。
・ご自宅で体温を測定してきてください。・いつもと体調が違うと感じたら、無理はせず参加を控えてください。・マスクの着用にご協力ください。
下記の事業は予約制です。 

もぐもぐ
歯っぴぃ教室

離乳食教室
〈メール申込〉

子育て相談・
母乳相談

マタニティ教室
一般編　

マタニティ教室
歯科健診

あま安心ダイヤル 0120・201・072 医師・看護師・保健師などによる健康についての電話相談（24時間受付・年中無休・通話料無料）

7～9か月児

4～6か月児

乳幼児をもつ
希望者

妊婦及び
配偶者
または
パートナー

午前９時45分～
10時

午前９時45分～
10時

午前9時30分～
 10時15分

午前9時10分～ 9時25分
または

午前10時45分～10時55分

午前9時10分～
 9時25分　

21日（水）

2日（金）

20日（火）
19日（月）
9日（金）
7日（水）

22日（木）

26日（月）

七宝保健センター

コミュニティプラザ萱津

15日（木）七宝保健センター

美和保健センター

甚目寺保健センター

美和保健センター
七宝保健センター

甚目寺保健センター

【その他】
●母子健康手帳の交付…各保健センターにて随時行っています。妊娠届出書・個人番号（マイナンバー）が分かる書類をお持ちください。
●乳幼児健診（3～4か月・1歳6か月・2歳児歯科・3歳）…健診日の2週間前を目途に対象の方に案内を送ります。対象・実施日については市公
　式ウェブサイトをご確認ください。

甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461

ウォーキングあま 美和保健センター 1３日（火） 午前9時30分～11時30分 蜂須賀コース 市内在住・在勤の方
(申込受付は当日です)



ロタ、B型肝炎、Hib(ヒブ)、小児の肺炎球菌、4種混合、BCG、麻しん及び風しん（MRワクチン）、水
痘（水ぼうそう）、日本脳炎、2種混合、ヒトパピローマウイルス感染症（子宮頸がん）、不活化ポリオ、
3種混合

愛知県広域予防接種事業について
疾病や里帰りなどの事情で区域外の医療機関にかかっている場合、愛知県内の広域予防接種協力医療機関で接種することができ
ます。
事前に手続きが必要ですので、詳細はお問い合わせください。
問合先　七宝保健センター　☎441・5665　美和保健センター　☎443・3838　甚目寺保健センター　☎443・0005

母子健康手帳、予防接種予
診票、子ども医療費受給者
証等

　子どもの予防接種は遅らせずに、予定通り受けましょう。
【個別接種】あま市、津島市、愛西市、弥富市、海部郡内の指定医療機関にて接種してください。

・接種回数・間隔等詳しくは「あま市母子保健事業・予防接種年間予定表」をご覧ください。
・指定医療機関へ必ず接種前に予約をしてください。
・指定医療機関で接種できない方は、指定医療機関以外で接種できる場合があります。詳しくは保健センターにお問い合わせください。

沖之島・遠島・安松・秋竹・桂・下田・川
部・伊福・下之森・徳実・鷹居・鯰橋

二ツ寺・東溝口・花正・花長・木折・富塚・
古道・金岩・木田・森山・中橋・丹波・蜂須
賀・篠田・北苅・小橋方・乙之子

甚目寺・本郷・坂牧・下萱津・中萱津・上
萱津・栄・西今宿・森・方領・石作・小路・
新居屋

各種事業については、原則お住まいの地区保健センターの利用をお願いします。

七宝保健センター 　☎441・5665 美和保健センター　☎443・3838 甚目寺保健センター　☎443・0005
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『第2次あま市健康づくり計画』の中間評価におけるアンケートの結果、20～29歳の女性の朝食欠食
率が43.3%と平成27年度の18.6%と比べて大幅に増加しています。朝食を食べない理由として「時間
がない」「食べない習慣」「食欲がない」「面倒である」が多く挙げられました。朝食を食べるメリットは、
イライラしにくくなる、集中力が続きやすくなる、太りにくくなる、体内リズムを整える、便秘の解消等
があります。
朝食におすすめなレシピを紹介します。

問合先　健康推進課　☎443・0005　FAX443・5461

＜作り方＞

＜作り方＞

～あま市健康づくり計画～



くすり安心電話

相談名 日時 場所 問合先

●内　　容 くすり、医療用品等に関
する緊急の相談、質問、問
合せ

●電話番号　090・2136・3858
●対応時間 午後9時～午前0時
・海部津島薬剤師会の会員が、夜間
のお薬のご相談にのっています。
・夜間（午後9時から午前0時まで）
お薬のことでご心配なことがありま
したら、お気軽にお電話ください。

奥村クリニック
脳神経外科のぞみクリニック
もりや整形外科

0567・22・2600
443・5533
445・3711

津島市
あま市
あま市

奥村整形外科リウマチ科クリニック
服部整形外科皮フ科
つつみ整形外科クリニック

445・5667
0567・65・1200
0567・97・0223

大治町
弥富市
蟹江町

日 病院名 電話 場所 日 病院名 電話 場所

※午後5時以降は、消防署へお尋ねください。外科専門外の患者さんはお断りする場合があります。

※1　法律相談については、相談を円滑に行うため、予約時に相談内容をお伺いします。なお、多くの方に利用していただくため、同一内容や継続しての相談はお断りします。
※2　FAXによる問い合わせも受け付けています。(障がい児相談：FAX443・3844、身体障がい者・知的障がい者相談員による相談会：FAX443・3555)
※3　巡回労働相談については、相談日の前日（開庁日）正午までの予約が必要です。
※4　事前予約が必要です。(当日の状況により利用できる場合があります。相談時間は1人50分以内です)
※5　事前予約が必要です。(当日の状況により利用できる場合があります)

12

12 午前9時～正午・午後1時～5時診療時間

日曜日・祝日
年末年始（12月30日～1月3日）

日曜日・祝日
年末年始（12月30日～1月3日）

上記以外の月曜日から金曜日
土曜日

午前9時～11時30分
午後1時～4時30分

午前9時～11時30分
午後2時～4時30分

当面の間、休診
当面の間、休診

企画政策課　☎444・1712 FAX444・0982
安全安心課　☎444・0862 FAX441・8330

海部地域消費生活センター
☎0567・23・0150

商工観光課
☎441・7118
FAX441・8387

甚目寺公民館　☎444・1621　FAX443・9778
※予約受付時間（火～日）　午前9時～午後5時

人権推進課　
☎444・0398　FAX441・8330

社会福祉課　☎444・3135　
FAX443・3555

あま市社会福祉協議会美和支所
障害相談支援事業所
☎446・0612　FAX443・3844

あま市社会福祉協議会本所
（甚目寺総合福祉会館内）
☎443・4291
※予約受付　2週間前～
(2週間前が休業日の場合は翌営業日)
※予約受付時間　午前8時30分～午後5時
※司法書士による相続・
　登記相談は3営業日前
　までの予約が必要です。

総務課　☎444・1711　FAX441・8330

教育相談センター
☎443・1400　FAX443・9779
※予約受付時間（月～金）
　午前9時～午後3時30分

子育て支援課　☎444・3173
※電話予約も受け付けます。

甚目寺庁舎　相談室
本庁舎

本庁舎　相談室

甚目寺公民館　相談室

甚目寺庁舎　相談室

美和総合福祉センターすみれの里

美和総合福祉センターすみれの里

七宝老人福祉センター

七宝老人福祉センター
美和総合福祉センターすみれの里
甚目寺総合福祉会館

甚目寺総合福祉会館
美和総合福祉センターすみれの里

美和総合福祉センターすみれの里

七宝総合福祉センター

教育相談センター

市内小中学校および教育相談センター
（甚目寺会館1階）

甚目寺庁舎 子育て支援課

14日（水）午後1時～4時
月～金曜日(祝日を除く)　午前9時～午後5時

2・9・16・23日(金)午前9時30分～正午

8日(木)午後1時～4時

15日(木)午後1時～5時

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前9時～正午、午後1時～4時

16日(金)午前9時30分～正午

13日(火)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)

月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時15分
（事前にお問い合わせください）

22日(木)午前10時～正午

22日(木)午前10時～正午
8日(木)午前10時～正午
1日(木)・15日(木)午前10時～正午
15日(木)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
8日(木)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
1日(木)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
20日(火)午前9時30分～11時30分

毎週水・木曜日(祝日を除く)　午前9時～午後3時

月～金曜日(祝日を除く)　午後1時30分～4時30分

月～金曜日(祝日を除く)　午前9時～午後4時

不動産相談(予約不要)
生活安全相談(要予約) ※5

消費生活巡回相談（要予約） ※5

巡回労働相談（要予約） ※3

若年者就職相談（要予約）※4

子ども・若者相談窓口（要予約）

あま市人権相談所

身体障がい者・知的障がい者
相談員による相談会 ※2

障がい児者相談 ※2

司法書士による相続・登記相談
（登記手続き上の相談に限る：要予約）

法律相談（要予約） ※1
担当：弁護士

心配ごと相談（予約不要）

行政相談

心理支援相談（要予約）

教育相談（要予約）

母子家庭等相談・母子家庭等就業相談
女性相談

ウェブサイト



※可燃ごみ、プラスチックごみ、不燃ごみは必ず市指定ごみ袋に入れて出してください。また粗大
ごみは上記の予約と粗大ごみシールに必要事項を記入のうえ、貼り付けて出してください。

※あま市指定ごみ袋等販売店により、全品（各種袋・シール）を取り扱っていない場合があります。
一般的な廃プラスチックごみ、少しでも汚れているプラスチック製容器包装類はすべて「可燃ごみ」で
出してください。
「プラマーク」入りで、全く汚れていないプラスチック製容器包装だけ「プラスチックごみ」で出してくだ
さい。
袋に入る廃小型家電（乾電池類は資源ごみ）、ガラス製品、陶磁器類、金属類及びそれを含むごみです。
汚れたプラスチック、ビニール、合成樹脂製品は「可燃ごみ」で出してください。
　※不燃ごみにスプレー缶やカセットボンベなどの資源ごみや、消火器、ガスボンベ、コンクリート塊、
　バッテリーなどの市で収集できない処理困難物が混在していることがあります。ごみ収集車や清
　掃工場の火災や故障の原因になる恐れがあり、大変危険ですので、絶対に不燃ごみで出さず、決
　められたルールに従って処分してください。
○「ビン」は従来どおり、無色透明、茶色、その他の色に分別してください。
　※ふたは外してください。　※化粧品の空きビンも出せます。
　※出せるのは、元々中身入りで販売されたガラスビンのみです。それ以外の一般的なガラス製品や
　　陶磁器、乳白色ガラス等は出せません。これらはすべて不燃ごみで出してください。
○「カン」はアルミ、スチールに分別する必要はありません。
○「ペットボトル」は、ふたを外して出してください。
　※ラベルをめくる必要はありません。
○「ビン、カン、ペットボトル」はいずれも、中身を空にしてそのまま出してください。
○紙類はひもで十文字に縛ってください。細小の雑がみは紙袋に入れて出してください。ファイルにとじ
てある場合は、中の紙類のみ出してください。布類はポリ袋（色は自由）に入れて出してください。布
団、枕、座布団などのわた製品やじゅうたん、カーペットは、可燃ごみか、粗大ごみで出してください。
○「スプレー缶・ガス缶、ライター類」は、完全に使い切ってから出してください。
　※穴を開ける必要はありません。
●ごみステーションに設置されるそれぞれの分別回収かご等へ出してください。

  携帯電話・ゲーム機等や蛍光管等の回収にご協力ください
◆携帯電話・デジタルカメラ・ゲーム機等は、「リサイクルステーション」にて回収を行っていますので、ご利用ください。
※あま市指定不燃ごみ袋内に収納できる大きさのものであれば、不燃ごみ袋不要でそのまま出すことができます。
◆蛍光管等のうち、割れていないものは、一般の不燃ごみとして出さず、できるだけ「リサイクルステーション」に出すよう、ご協力をお
願いします。

問合先　環境衛生課　☎444・3132　FAX443・3555

インターネット
予約

インターネット
予約

午前9時～午後7時
午前9時～午後5時
午前9時～午後7時
午前9時～午後5時

月～金
土・日・祝
月～金
土・日・祝

粗大ごみ受付センター
☎444・0303

粗大ごみ受付センター
☎444・0303電話予約電話予約

受付時間受付時間申込先申込先

午前9時まで午前9時まで
毎月　第2水曜日（14日）
毎月　第3水曜日（21日）
毎月　第4水曜日（28日）

毎月　第2水曜日（14日）
毎月　第3水曜日（21日）
毎月　第4水曜日（28日）

収集日収集日お住まいの場所
七宝地区
美和地区
甚目寺地区

お住まいの場所
七宝地区
美和地区
甚目寺地区

※不燃ごみの収集は、毎月1回です。※不燃ごみの収集は、毎月1回です。

午前8時30分まで午前8時30分まで毎月　第2土曜日（10日）
毎月　第3土曜日（17日）
毎月　第2土曜日（10日）
毎月　第3土曜日（17日）

収集日収集日お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

●粗大ごみ　※12月25日(日)から令和5年1月5日（木）までは、受付・収集ともにお休みです。
　　　　　　※年末は粗大ごみの受付が大変込み合うため、早めに申込みいただきますようお願いします。
　　　　　　　年末に申込みされた場合、1月以降の収集になる場合があります。

●粗大ごみ　※12月25日(日)から令和5年1月5日（木）までは、受付・収集ともにお休みです。
　　　　　　※年末は粗大ごみの受付が大変込み合うため、早めに申込みいただきますようお願いします。
　　　　　　　年末に申込みされた場合、1月以降の収集になる場合があります。

●資源ごみ　●資源ごみ　

●不燃ごみ　●不燃ごみ　

搬出時間搬出時間

搬出時間搬出時間

 ・ 「リサイクルステーション」は、甚目寺庁舎駐車場内で、毎日午前9時から午後5時まで（土・日曜・祝日含む。ただし、12月31日（土）か
ら令和5年1月3日（火）までは除く）開設しています。

 ・ ごみの分別と出し方のルールの詳細については「令和4年度　あま市のごみの分別と出し方のルール」冊子（窓口配布、市公式ウェブ
サイト内公開）をご覧ください。

●その他●その他

資源ごみ
(ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、
乾電池類、ライター類)

資源ごみ
(ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、
乾電池類、ライター類)

不燃ごみ
(ピンク半透明の袋)

不燃ごみ
(ピンク半透明の袋)

プラスチックごみ
(ブルー半透明の袋)
プラスチックごみ
(ブルー半透明の袋)

可燃ごみ
(白色半透明の袋)
可燃ごみ

(白色半透明の袋)

●ごみの出し方について●ごみの出し方について

12月　一般家庭ごみ収集日程

搬出時間
午前8時30分まで
搬出時間

午前8時30分まで
収集日

毎週　水曜日（7・14・21・28日）
収集日

毎週　水曜日（7・14・21・28日）
お住まいの場所
市内全域

●プラスチックごみ　※令和5年は1月4日（水）から収集を行います。●プラスチックごみ　※令和5年は1月4日（水）から収集を行います。

午前8時30分まで午前8時30分まで

搬出時間搬出時間収集日
毎週　月・木曜日
毎週　火・金曜日

収集日
毎週　月・木曜日
毎週　火・金曜日

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

●可燃ごみ　※12月30日（金）まで収集を行います。令和5年は1月5日（木）から収集を行います。●可燃ごみ　※12月30日（金）まで収集を行います。令和5年は1月5日（木）から収集を行います。
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12月
広報あま12月号に掲載され
ている内容は、新型コロナウ
イルス感染症の状況により
変更となる場合があります。
詳しくは各問合先にお問い
合わせください。

市役所年末年始休業市役所年末年始休業

【今月の表紙】
12月1日（木）から25日（日）まで、七宝焼アートヴィレッジで「七宝焼のクリスマスオーナメント作り」が体験できます。七宝

焼アートヴィレッジにはクリスマスツリーも展示されますので、ぜひ足を運んでみてください。【関連ページ　20ページ】

●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室
〈美和歴史民俗資料館〉→ p24

●グー・チョキ・パーのおはなし会
〈美和図書館〉
●おどうぐばこのかみしばい
〈甚目寺公民館〉

→ p24
→ p24

●キャンドルナイトの集い
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●「作ってみよう！巨大かるた」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●この本だいすきの会のよみきかせ
〈甚目寺公民館〉
●お楽しみおはなし会
〈美和図書館〉
●パソコン・スマホ・タブレット相談室
〈七宝公民館〉

→ p20
→ p21

→ p24
→ p24
→ p24

●子どもの本の会
〈美和図書館〉→ p24

●読書会
〈美和図書館〉→ p24

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉
●語りの会おはなしペロリ
〈美和図書館〉
●もこもこのおはなし会
〈甚目寺公民館〉
●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室
〈甚目寺公民館〉

→ p24

→ p24

→ p24

●七宝職人さん大集合
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●第40回七宝新作展
と芸術大学生展示会
〈七宝焼アートヴィレッジ〉

→ p20

→ p21

●七宝焼体験教室特別企画
「干支（卯）の額絵」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p20

●七宝焼体験教室特別企画
「干支（卯）の額絵」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p20

●七宝焼体験教室特別企画
「干支（卯）の額絵」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室
〈七宝公民館〉

→ p20

→ p24

●干支（卯）のミニプ
レート作り
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p20

●七宝焼体験教室特別企画
「干支（卯）の額絵」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p20

●第40回七宝新作展と芸術
大学生展示会
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●この本だいすきの会のよみきかせ
〈甚目寺公民館〉

→ p21
→ p24

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉

●もこもこのおはなし会
〈美和図書館〉→ p24

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉
●第40回七宝新作展
と芸術大学生展示会
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p21

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉
●七宝焼体験教室特別企画
「干支（卯）の額絵」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室
〈甚目寺公民館〉

→ p20

→ p24

●この本だいすきの会のよみきかせ
〈甚目寺公民館〉→ p24



あま市公式ウェブサイト マチイロ
スマートフォンの
無料アプリ
（マチイロ）で
広報あまが
閲覧できます。

令和4年12月発行

見やすく、読み間違えの少ないフォント「ユニバーサルデザインフォント」を使用しています。
https://www.city.ama.aichi.jp

財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容に関しては直接広告主へお問い合わせください。




